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胆汁のP：Hに及ぼす諸種条件による実験的研究

金沢大学医学部第二外科教室（主任　熊埜御堂教授）

　　　　　神　　野　　正　　一

　　　　　　（昭和33年6月17日受付）

Experimental　Studies　of　Conditions　Af琵cting　Bile　pH．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT
　The　pH　of　bladder　bile　and　of　that　of　liver　from　a　dog　with　Schwann’s　biliary　fistula

was　measured　with　a　quinhydrolle　electrode　after　fasting，　and　the　effects　produced　in　the

pH：value，　secretion　and　bilirubin　content　of　its　bile　by　feeding　different　foodstuffs　to　it，

intrcduction　into　its　stomach　of　water，　bicarbonate　of　soda　alld　hydrochloric　acid，　injection

of　various　drugs　and　diffさrent　disorders　of　its　liVer　were　also　observed，　twas　found　that

bile　from　the　gallbladder　was　gellerally　weakly　acid　but　that　from　the　liver　was　always

alkaline　in　reaction．　Studies　were　made　of　whatever　condition　brought　about　a　rise・or

lowering　of　pH．　Vagotony　and　son：1e　hepatic　d圭sorders　seemed　to　prcduce　a　lowefing　of

pH，　which，　however，　was　seldom　so　much　as　to　make　the　reaction　acid．

　In　some　cases　of　hepatic　disorder　the　bile　pH　reached　rema■kably　high　values　in　some

stage，　and　it　must　be　admitted　that　some　diseases　produce　alkaline　bile．

　Finally　the　bile　was　found　to　have　pH　varying　in　almost　direct　proportion　to　the　quantity

secreted　in　unit　time　and　in　inverse　proportion　to　its　bilirubin　content．

（本論文要旨は第52回外科学会総会において発表した）

第1編　空腹時における坦汁のpH

緒

　肝臓が体内酸塩基平衡の調節に関与することから胆

汁のpHは胆石の生成と何らかの関係があると考え諸

家により報告された．即ちDrury，　Mc　Master，　Rous

2り井上46），加藤60），桐田55），黒河内56）等は胆石症

患者の十二指腸内容胆嚢及び肝胆汁のp：Hを調べ一般

にそのpH値の低いことから，胆汁pHの昇降は胆石

の成因と密接な関係があるといい，立川及び甲斐12り

　　　　　　　　　　　　　は肝胆汁及び胆嚢胆汁のpH：値の低下は胆汁の膠質安

定度の下降を惹起するという．これに反してReinhold

＆Wilson　96）は胆道閉塞でも酸性度を増すから胆石生

言

成とpHとの関係を否認し大庭85）は胆嚢胆汁のpl｛は

急性炎症期にアルカリ性に亜急性期に酸性側に移行す

ることを証明し更に滋野井，管野114）は胆石症患者の

嚢胆汁中に胆汁酸の著減を証明し，伊藤47）は胆汁酸

がそのpH調節を掌る作用がある．即ちその含有量の

増加はpH値を上昇せしめるとし，横山133）は胆汁

pHの下降ということがなくても亦これに伴う胆汁の

質的変化如何によっては胆石形成の要約たり得ると

し，三宅67）は健康胆汁，病的胆汁について測定した

結果健康胆汁必ずしもpHはアルカリ性でなく，又反
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対に病的胆汁必ずしも酸性度が強いわけでないとし，

従来いわれた如くpHは胆汁の膠質安定度の低下に対

し，直接の要素でなく，このことは充分再検討さるべ

きであろうとしている．更に又胃潰瘍の治療方法に関

しても胆汁を利用せんとしたことがあるBogoras　13）

が胃潰瘍の治療に胃胆嚢吻合術を行ったのは胆汁のア

ルカリ性を胃内に導入してその酸度の低下を計ったも

のであるがAlexandroff　4）は胆汁は中性で胆嚢内に

長く潴溜されて初めてアルカリ性となる故胆嚢胃吻合

術の胃内に流入すべき胆汁は常に中性で胃酸度を中和

することはないといい，二乗岡78）は胆汁のpHを測

定し胆汁は弱酸性で唯胆汁が胆嚢外に放置されると，

時間の経過と共に弱アルカリ性となるといい，三宅

（徳）68）もこれに賛意を表している。果して胆汁は酸

性であろうか，ないとすれば如何なる条件の下で酸性

になり得るであろうか，私は種々な条件の下に胆汁の

pHを測定し，胆軒の分泌量，ビリルビン量との関係

を犬を使用して検査した．

　空腹時における胆汁のpHに関する文献を見ると，

Neumeister　73）Ghitten＆Albo　19），　Brand　8），　Quagli・

ello　94）Okada　81），　Neilson＆Meyer　74），　Drury，　Mc．

Master＆Rous　24），　Long＆Fe皿ger　65），　Dntmann　25）

加藤60），乗岡78），菱川41），大庭85），福田33），北脇58）

等により検索された．即ち諸家の成績では肝胆汁は一

般にアルカリ性であり，又胆嚢胆汁は生理的動揺範囲

大で時にアルカリ性，時に中性或いは酸性を呈するこ

とは大体において一致している．又肝胆汁のpHは

：Neiloon＆Meyerによれば二丁食餌の種類種々な疾

患により変化し磯三時には酸性側に傾くとし，Mc．

Master，　Brown，＆Rous　24）は絶食時には分泌量の減

少に比例してpH値は低下するとし，又北脇は0．1％

アリザニンロートを指示薬とし，駈・規定の塩酸溶液

を以て胆汁のアルカリ度を測定し，空腹時は食餌摂取

時より低く分泌量の増減に正比例するという．磯餓時

に胆汁分泌の減少することはBarbera　12），　Voitコ28），

Okada　81），　Mc　Master　66），　Brugsch＆Harsters　9），

Specht　lo3）等の認める所で，　Voitは磯二時には胆汁

は濃縮され平常時の施～％に減少すると述べてい

る．胆汁内ビリルビン含有量は一般に体重に正比例し

Stadelmann　lo5）0．060～0．070g／d1，　Hooper＆Whipple

36）0．090g／dl，　Mc．　Master，　Brown＆Rous　66）0．075

9／d1，　Drury　2｛）0．030～0．0569／d1であるとし，阪本，

三神，藤川115）が毎30分間の排出量より24時間分泌量

を換算した成績によると，個体的動揺はかなり大であ

るが同一犬における時間的動揺は小であるとし，北脇

も12～24時間絶食時分力量Q増減顕著なのに比して，

その濃度の変動は少なく，平均値は0．026～0．067

g／dlであると述べている．

皿．実験動物及び実験方法

　1．実験動物

　充分に馴らした犬を用いSchwann　lo2）氏法に従い

恒久性胆嚢痩を造設し，3週間を経て実験に使用す．

　Schwann氏胆嚢痩造設方法

　実施犬を手術前24時間絶食せしめ4％塩酸モルヒネ

溶液を毎砥0．4～0．6ccを皮下注射し，30分～1時間

後実験に使用す．犬の胆嚢は特に二葉間に隠れ手術に

際し困難iを感ずるので術前予め枕を背部に挿入し，

Kehrの波状切開にて開腹し総輸胆管を結紮後これを

切断し，次いで胆嚢基底を腸鉗子にて掴み三江部より

胆嚢頂部を剥離し2本の糸を腸針にて胆嚢頂部に通

じ，その間を穿刺し内容を排除（これを以て直ちに胆

嚢胆汁のpHを測定す）後胆嚢を切開し，高須1助氏

法に従い第1図に示すような硝子製漏斗型カニュー

レを挿入して切開創を縫縮し，更に周囲の胆嚢頂部と

腹壁腹膜とを輪状に縫合し，大網膜にて二二を囲干し

た後腹膜を閉鎖し創面にコロヂュームを塗布す．手術

後リンゲル一三100ccを両大腿部に皮下注射し，又犬

が創面を自由に舐めるのを防ぎ創面の移開を防ぐため

に頸部をギプス絹帯にて固定す．前記胆嚢痩カニュー

レの先端をゴム管にて第2図に示す如きガラス製潴

溜壕に接続し，その他端に更にゴム管を接続し写真

（1）に示すように背頸移行部に誘導し，その容器を

晒木綿腹帯を以て固定する．

　術後第1日目は食慾元気共になく運動を厭うが，3

日目頃より次第に全身状態恢復し術後1週間で旧に復

す．手術創はマーキュロクロームを毎日塗布し又潴溜

屡に溜った胆汁は毎日採取し，これを最初の2日間は

牛乳に混じて与え，3日目より普通食に混じて与え

る．漏斗型カニューレは6～10日目に脱落するがその

間に手術創は殆んど治癒し胆汁の流出による手術創の

汚染，移開上行性感染を防ぎ，更に腹膜炎の予防とも

なる．カニューレの脱落後は頸部ギプス絹帯を除去し

胆汁痩より流出せる胆汁は犬の舐めるにまかせる．犬
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第1図　漏斗型カニューレ

し

第2図　ガラス製潴溜爆

1ゆ

　し　
ミミ

内容200cc

は好んで舐めるので術後糞便は灰白色であるが，次第

に黄褐色となり長期間の実験に耐える．カニューレ脱

落後は写真（2）の如く毎日犬を固定台に固定し，胆

嚢痩の狭塞を防止するために鍔附カニコ．一レ（第3図

に示す口径2．5mm）を挿入し胆汁を一定時間採取し

これを食餌に混じて与える．これは犬をして固定台に

長時間立位のまま固定する際に早く馴れしめる利点が

ある．約3週間で手術創は全く治癒し，食慾良好，運

動活澄となり体重も旧に復す．これを初めて実験に供

す．

　2．実験方法

　実験動物を24時間絶食後早朝立位に固定台に固定し

ガラス製鍔附カニューレを挿入し，少なくとも1時間

放流し胆嚢痩より滴下する胆汁を分劃的に15分毎に目

盛付試験管に採取し，その各部分液について胆汁の

第3図　ガラス製鍔附カニューレ

ロ径

　2．5～3mm

pH，分泌量及びビリルビン量を測定した．

　1．水素イオン濃度測定方法　　　　　　　一

　水素イオン濃度測定にはキンヒドロン水素イオン濃

度測定法を用い測定す．微量を以て測定するため大庭

減法85）に従い，第4図に示す如き被二丁瓶を使用

し，被三二0．2ccあれば測定に充分である．測定器は

板野式を用い，電極には飽和甘乗電極を用う．

第4図

ポテンシオメーター

水　銀

飽和塩化カリ溶液

被検液のpH算出法

甘　飛

睾

キンヒドロン電池のEをE1とすると，

ポテンシオメーター

水　銀

ゴムチューブ

被験液

白金極

飽和塩化カリ寒天

コルク栓

・H一〔0・4541－0・0003_，（P－18．）一E1〕

水　銀

：K3　電位差よりpH：を計算する時に用うる係数

飽和塩化カリ溶液

　t。：絶対温度

　　　　上記の式によりpHを算出する．

　2．ビリルビン測定法

　Hijmans　van　den　Bergh法に従いAutenrieth氏

比色計を用い稀釈せる胆汁により定量した．
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皿．実験成績並びに考按

　1．健康犬24時間絶食時の胆嚢胆汁pH胆嚢胆汁の

phを測定した文献を見ると初めてQuaglielloは電

位差法を以て犬，家兎，孔雀，牡牛，下等の胆嚢胆汁

を測定して以来，比色法より正確な電気的測定法によ

る諸家の研究がある．それを列記すると第1表の如
し．

第　1　表

Quaglie110　　　　　　　　6．52～7．89（犬，家兎等）

Drury，　Mc　Master＆Rous　　5．18（犬）

DUtmann　　　　　　　　6．2～7．5　（犬）

瀬木　　　6．42～6．68（犬）
岡　　田　　　　　　　　5．53～7．47（犬）

菱　　川　　　　　　　　　5．54～7．8i（家兎）

大庭　　　6．48～7．52（犬）
乗岡　　　6．27～7．67（犬）

　私は健康犬を24時間絶食とし，Schwann氏胆嚢痩

造設時に胆嚢穿刺により胆嚢胆汁を吸引採集し直ちに

そのpHを測定した．実験成績は第2表の如し．

告の如く多くは酸性を示すが，時に中性アルカリ性を

示す．

　2．健康犬24時間絶食時及び機餓時の肝胆汁pH

　肝胆汁pHはDfury，　Mc　Mastef＆Rous等によ

り比色法多くは電気的に測定された．諸家の成績は第

3表の如し．

第　2　表

三番剖腫kgi倒・H

第　3　表

鶴i肝胆汁・H

Drury，　Mc　Master＆Rous

Long＆Fenger
：Brugsch＆Harster

］Neilson＆Meyer

第

第

第

第

第

第

前

壷

1

2

3

4

5

6

7

8

号

号

号

号

号

号

号

号

7．5

9．7

12．0

8．5

8．2

8．5

11．5

10．5

♀

♀

♀

♀

δ

♀

♂

♀

岡　　田

福　　田

菱　　川

北　　二

大　　庭

瀬　　木

犬

〃

〃

家兎

犬

家兎

〃

犬

〃

家兎

7．5～8．5

7．82～8．8

7．0～8．5

7．6～7．9

7．54～8．15

7．5～8．3

7．3～8．5

6．42～7．94

7．59～7．95

7．91～7．78

6．85

6．90

6．84

7．13

6．83

6．75

7．17

7．08

即ち胆嚢胆汁P：Hは平均6．94±0．241で諸家の報

　以上の成績で殆んどアルカリ性である．Neilson＆

Meyerは磯餓時肝胆汁pHは漸次酸性側に傾くとい

い，又岡田も絶食時には食餌摂取後よりも酸性側に傾

くといい，更に北脇は24時間絶食時の肝胆汁pHの平

均値は7．72で分泌量の増減に比例し，胆汁のビリル

ビン量に反比例して変化すると述べている．前日の食

餌による影響を考慮して前日一定の食餌，米飯，味噌

汁を投与し，第2章第2項に述べた如く第5，6，7

号犬について24時間絶食時，更に48時間絶食時の胆汁

のpHを15分頃に測定し，同時に胆汁の分泌量及びビ

リルビン量を測定す．実験成績は次の表の如し．

　1．24時間絶食時　第4表の如し．

第　　4　　表

毎15分分泌量

1．2

1．9

1．0

1．5

0．9

0．9

1．1

1．0

1時間分泌量

5．6

3．0

pH

7．75

7．75

7．69

7．79

7．84

7．75

7．60

7．86

ビリルビン量
百分率・／d11絶対量m・

0．023
0．021

0．020
0．024

0。020
0．021

0．023

1．2
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1．2

1．2

0．6

1．4

1．7

1．3

0．2

1．0

0．8

1．1

1．2

1．0

1．6

0．7

0．6

0．2

0．4

0．1

0．5

0．6

4．4

4．2

4．1

3．3

1．6

7．81

7．79

7．98

7．95

7，88

7．72

7．73

7．81

7．66

7．66

7．71

7．69

7．80

7．96

7．98

7．95

7．98

7．91

7．91

7．53

0．023
0。026

0．023
0．024

0．021

0．022

0．024
0．025

1．0

0．9

0．064

0．059

0．044

0．041

2．1

0．C58

0．056

0。062
0。081

0．036

0．033

0．033
0．054

2．1

0．6

平均値0・7 3．2 7．79 0．040 1．2

24時間絶食時の肝胆汁pHは

7．79±0．145であろ．

2．48時間絶食時　第5表の如し．

第　　5　表

毎15分分泌量

1．3

0．8

0．7

1．3

L3
0。2

1．3

0．7

0．7

0．9

0．7

0．7

0．9

0．6

0．7

0．7

1．2

0．6

0。2

0．2

0．1

0．2

0．3

0．8

0．2

0。3

0．1

0．1

1時間分泌量

4．1

3．5

3．0

pH

7．76

7．56　！

7．84

7．37

7．37

7．70

7．33

7．72

ア酒9

7．53

7．72

7．81

2。9

7．72

7．72

7．76

7．72

2．2

1．4

0．7

7．30

7．40

7．35

7．27

7．27

7．39

7．73

7．80

7，14

7．19

7．09

7．09

ビリルビン量
百分率・／dli絶対量m・

0．067

0．077
0．093
0．1ユ6

0．086
0．081

0．089

0，128

0．140

0．128

0．125
0．120

0．120
0．143
0．126

0．162

0．056

0．047
0。067

0．083

0．083

0．156

0．200

0．097

o驚。

3．6

3．3

5．1

5．3

2．1

2．1

0．9

平均値0．6 2．5 7．54 0．110 3．2

48時間絶食時の肝胆汁p且は

7．54±0．54である．

　3．同一犬について24時間絶食時と48時間絶食時の

平均値を求め比較すると，第6，7，8表の如し．
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第　　6 表

第5号犬
δ　8．2kg

24時間絶食時

48時間絶食時

無15分分泌量

1．0

0．8

1時間分泌量

4．3

3．3

pH

7．79

7．64

ビルピリン量
醗率・／d1随対量m・

0．022

0．113

0．9

4．3

第　　7 表

第6号犬
3　8．5kg

毎15分分泌量

24時間絶食時

48時間絶食時

0．8

0．4

1時間分泌量

3．7

1．8

pH

7．80

7．46

ビリルビン量

百分率・則絶対量m・

0．058

0．100

2．1

1．8

第　　8 表

面7号犬
6　11．5kg

　24時間絶食時

148時間絶食時

毎15分分泌量

0．4

0．1

1時間分泌量

1．6

0．7

pH

7．80

7．14

ビリルビン量
百分率・／dl「絶対量m・

0．041

0．130

0．6

0．9

　即ち24時間絶食時の肝胆汁pHは7．79土0．145で

ある．これを諸家の成績と比較すると　Neilson’＆

Meyer，北脇，大庭の成績とほぼ一致している．他の

報告の大部分は食餌摂取の時間的関係を明記していな

いのでpH　8．00以上の成績は果して絶食であったかど

うか，或いは第2編に記載した如く前日の食餌の種類

により影響を受けたのではないかと思われる．このこ

とから私の実験では前日の食餌を比較的影響の少ない

含水炭素食に一定した．48時間絶食時の肝胆汁のpH

は7．54±0．054で24時間絶食時に比してpH値は0．25

低下しているが，48時間程度の絶食では肝胆汁を酸性

にすることは出来ない．胆汁の分泌量は24時丁丁食時

平均3．2ccに比し48時間絶食時平均2．5ccで0．7cc

の減少を示し，ビリルビン量はその百分率において24

時間絶食時に0．0409／d1に比し48時間絶食時は0．110

g／d1で著しく増加し，その絶対量は24時間絶食時L2

mgに比し48時間絶食時は3．2mgで百分率と同様著

しい増加が認められる．即ち空腹時の肝胆汁pHは分

泌量に比例し，ビリルビン量に反比例して低下する．

　3．試験管中にて放置した場合の肝胆汁pHの変化

　胆汁が胆嚢内に欝卸する時pHは漸次酸性側に移行

することは諸家の実験及び第1節に述べた如く明らか

であるが，この説明としてMc　Masteτ＆Rous及び

：Hammersten　37）は胆汁が胆嚢内で濃縮されるによる

としTachopp　117）は胆汁分解物質即ち燐酸脂肪酸等

の産出によるとしている．又胆汁を体外に放置した場

合漸次アルカリ性に移行するのはNeilson＆Meyer

等によれば，炭酸の逸出とアンモニヤの吸着の影響で

あるとし，室温に放置した家兎肝胆汁は12時間後pH：

0．6～LO上昇したといい，大庭はコルク栓で密閉し

37。Cの艀卵器の中に入れ時間的にpHを測定した所

漸次アルカリ性に移行し6時間後0．21～0．37の上昇

を認めた．私は室温で胆汁を試験管内に放置し第9表

の如き成績を得た．

第　9　表

試験管中の肝胆汁pHの変化室温21。～24。

犬番号1罷汁［2劇4劇6噺2411寺間

第8号
第17号

第19号

第18号

第15号

7．98

7．62

8．02

7．90

7．51

8．19

7．71

8．11

8．05

8．33

7．87

8．49

8．29

8．46

7．91

8．66

8．42

8．21

8。58

7．95

9，19
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　以上の成績から試験管中に胆汁を放置して6時間後

0．31～0．70，24時間後0．60～1．17と漸次アルカリ性

を増加することから，pHを検査する場合には胆汁痩

より流出した直後に測定する必要がある．

w．結

　私はキンヒドロン電極を使用し，空腹時における犬

胆嚢胆汁のpH及び胆嚢落餌について空腹時における

肝胆汁のpHと分泌量，ビリルビン量との関係，空気

中放置の胆汁pHの変化を測定し次のような結果を得

た．

　1．24時間絶食時の胆嚢胆汁pHは6．94±：0．241で

多くは酸性であるが，時にアルカリ性，中性を示す．

　2．24時間絶食時の肝胆汁pHは7．79±0．145であ

り，48時間絶食時の肝胆汁P：H：は7，54±0．054でこ

の程度の絶食では肝胆汁pHは酸性にならない．分泌

語

量及びビリルビン量との関係を見ると，分泌量は24時

間絶食時3．2cc，48時間絶食時2．5ccで減少し，ビ

リルビン量はその百分率において24時間絶食時0．040

g／d1，48時間絶食時0．110g／d1で著しく増加し，その

絶対量は24時間絶食時1．21ng，48時間絶食時3．2mg

で同様著しく増加した．即ち空腹時肝胆汁のpHは分

泌量の減少に比例し，ビリルビン濃度の増加に反比例

して低下する．

　3．肝胆吾を試験管内で放置すると漸次pH値は上

昇し，24時間後0．60～1．17の上昇を示した．

第2編　食餌の種類が胆汁pHに及ぼす影響

工．緒

　食餌摂取と胆汁pH：に及ぼす影響についての文献を

見ると：Neilson＆Meyer　74）は食餌の種類によって

変化し，酸性食餌はアルカリ食餌に比して胆汁pHは

酸性側に傾くとし，岡田81）82）は食餌摂取により胆汁

pHは空腹時に比してpH：値の上昇を来し7．54～8。01

の間にあり，又各食餌の種類によっても相違あり，肉

4009投与では7．68～8．01，ビスケット7．64～7．78・

バター7．85であるというが，摂取後の時間的変化に

ついては何ら記載はない．北脇58）は0．1％アリザニ

ンロートを指示薬として％o規定塩酸溶液を以てアル

カリ度を測定し，食餌摂取後24時間の胆汁のアルカリ

度は分泌量に比例し，ビリルビン量に反比例する．即

ち胆汁のアルカリ度は分泌量多い時に高く，分泌量の

減少するに従い低値を示したと述べている．次に以上

の関係から食餌：の摂取と胆汁分泌の関係を見ると，

：Nasse＆Ritter　76）が初めて記載してから多数の学者

により報告されている．食餌が胃内に入ると胆汁分泌

が増加することは凝いのない事実であるが，その時

間，量及び種類の関係については意見一致せず．食後

胆汁分泌量が増加し最高に達する迄の時間について

Heidengeim　39），　Voit　128），中西，中山80）等は試食投与

後の胆汁分泌曲線には二つの頂点がある．即ち第1頂

部

点は食後3～5時間の間にあり，第2頂点は食後13～

15時間の間にあり，各週期の間隔は約10時間であると

述べ，Dastre　26）は食後5～6時間目に上昇し初め10

～12時聞で最高頂に達するという．その他K：olliker

＆蜘11er　50＞，　Ritter　97），　Wolf　130），　Hoppe・Seyler　38）等

は時間的に多少の相違はあるが，何れも2回の週期を

有することを認めている．食後分泌量の最高頂に達す

る迄の時間について，Spiro　lo4）は食餌の種類により

差異あり，含水炭素食では摂取後2時間目に最：高とな

り，蛋白食では3～5時間で最高となり10時間で下降

し始め，含水炭素及び肉食では7～8時間目に最高に

達するという。Barbera　12）は犬において純肉食（馬肉

5009）では30分後に増加し始め4時間で最高となり2

～3時間目に5倍となる．又脂肪食（バター1009）は

5時間で最高に達し，2～3時間目の3倍となり18時

間目に亘って増加を続ける．含水炭素食では3時間後

に最高に達し．2～3時間目には2倍に増加したとい

い，岡田81）は試食の種類によって相違を認めず，何

れの食餌でも試食投与後1～2時間で最高となり，数

時間分泌量増加したまま持続した後旧に復するとい

う．即ち肉，バター，パンをその熱量を等しく投与す

る時，胆汁分泌に及ぼす作用は殆んど同一でその間に
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あまり差異が認められないとしている．次に食餌摂取

と胆汁内ビリルビン量に及ぼす影響を文献について見

ると，Hooper＆Whipple　313）によれば胆嚢痩犬にお

いて試食投与後6時間の平均値では含水炭素の場合

0・025～0．0339／d1，蛋白質0．0389／d1，混合食0．056

9／d1であったといい，　Drury，　Mc　Master，　Rous　24）

によれば空腹時においては0．030～0．0569／d1で混合

食投与後においては0．056～0．1809／d1に増加した．

又藤川，深谷31）等の成績によれば米飯220g投与時

0．025～0．0499／d1，牛肉2009投与時0．034～0．055

9／d1，バター409，味噌汁投与では0．035～0．0459／d1

で脂肪及び含水炭素食では：影響殆んどなく蛋白質食餌

により増加するといい坂本，三神116）等は食餌による

ビリルビン含有量の単位時間内分泌絶対量は，毎30分

間13．4～4．11mgの間にあり極めて一定であって，数

時間の実験では変化は認められないといい，北脇，中

西，中山等は胆汁量とビリルビン量は反比例すると

し，北脇はその百分率において試食投与後一定期間内

は分泌量の増加に反比例して減少し，その後は分泌量

の増減著しいのに拘らず著明な変化を示さない．又絶

対量は牛肉尤も多く体重1砥24時間分泌絶対量は3・7

～4．5mg，粥3．1～4．5mg，混合食3．8mg，牛乳3・7

mg，バターは最：も少なく2．6～3．4mgを示した．私は

第1編において空腹時の胆汁pHを測定したが，更に

食餌摂取と胆汁pH及び胆汁分泌量，ビリルビン量と

の関係を検査した．

皿．実　験　方　法

　1．実験動物

　第1編に記載した如く術後3週間を経過し元気恢復

せるSchwa皿氏胆嚢痩犬を用う．

　2．実施方法

　前日の食餌による変化を避けるため測定の前日24時

間前に第1編に記載した如く，比較的影響の少ない含

水二二食餌（米飯，味噌汁各300g）を与え，早朝空

腹時に固定台に固定して痩孔にガラスカニューレを挿

入し，滴下する胆汁が一定となった後空腹時における

胆汁を採取し，更に各種食餌を投与し各15分の間隔を

以て6時聞に亘り胆汁を採取し，第1編に記載した方

法によって胆汁のpHと胆汁分泌量及びビリルビン量

とを測定した．

皿．実　験：成　績

　1．カロリー同一の各種食餌投与

　カロリーを250カロリーとし含水炭素食としてパン

1009，蛋白質食として牛赤肉1009，脂肪食としてバタ

ー329，混合食として粥1509，バター59，牛赤肉209

又牛乳470ccを投与し6時間に亘り15分毎に胆汁を

採取し，胆汁のpHと胆汁分泌量及びビリルビン量と

を測定した．

　1．含水炭素食パン100g投与試験

　含水炭素食としてパン100gを投与すると，実験成

績は第10，11，12表の如し、

第　　10　表

口8号犬
♀　10．5kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

0。6

1．9

2．0

1．7

1時間分泌量

5．2

pH

7．79

7．68

ビリルビン：量

百分率・／d1陣対量m・

0．022
0．023

1．1

パン　1009投与
0～15
15～30
30～45
45～60

0．5

0．1

1．7

1．9

5．2

8．19

8．26

7．78
7．81

0．025

0．018

0．015

0，9
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60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240
240～255
255～270
270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360

最大値
最小値

1．7

1．8

1．8

0．5

1．3

1．8

2．0

0．9

1．7

2．1

L4
L3
1．7

L7
1．8

L3
1．2

1．3

1．0

1．4

2。0

0．1

平均値 1．4

5．8

6．0

6．5

6．5

4．9

7．83

7．62

7，92

7．47

0．022

0．017

0’022
0．018

8．22

8．00

8．18

8．25

8．15

8．00

7．96

7．77

7．25

8．22

8．25

8．23

8，09

7．90

7．84

7．81

0．020

0．015
0．022

0．023

0．018
0．021

0．021

0．020

0．027

0．025
0．025

0．026

0．030

0．026
0．035

0．030

8．26

7．47

0．035

0．015

7．95 0．021

1．1

1．2

1．3

1．6

1．4

1．6

0．9

1。2

第　　11　表

門　9号犬
♂　　8．4kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

0。9

1．0

1．2

0．7

1時間分泌量

3。8

pH

7．72

7．60

7．55

7．69

ビリルビン量

百分率9／d1

0．064
0．041

0．072
0．048

絶対量mg

2．1

ノぐ ン　　1009投　与

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165、180
180～195
195～210
210～225
225～240
240～255
255～270
270～285
285～300

0．8

1．2

2．2

1．4

1．1

1．5

1．6

1．6

1．7

1．7

1．6

1．9

1．3

1．4

1．7

0．9

1．1

1．7

1．3

1．0

300～315
315～330
330～345
345～360

0．8

1．2

0．7

0．5

最大値
最小値
平均値

2．2

0．8

1．3

5．6

5．8

6．9

5．3

5．1

3．2

7．54

7．69

7．62

7．80

7．78

7．77

7．90
7．78

7．87

7．76

7．86
7．91

7．94
7．91

8．01

8．04

7．74

7。85

7．84

7．77

7．60

7．82

7．72

7．81

8．04

7．54

17・8・

0．055

0．066

0．048

0．043

0．046

0．054

0。057
0．045

0．040

0。042
0．043
0．040

0。041

0．051

0．049

0．047

0．064
0．052

0．048

0．062

0．074

0．060

0．065

0．062

0．074
0．040

0．052

2．9

2．9

2．8

2．4

2．8

2．0

2．9

2．0

2．6

【251】



1186 神 野

第　　12　面

骨10号犬
　　　　　　　毎15分分泌量
♂9・6k・i

1時間分泌量

0～15
15～30
30～45
45～60

0．5

1．1

L1
1．0

3．7

pH

7．70

7．62

7．70

7．96

ビリルビン量

百分率・／d1陣対量m・

0．050
0．068
0．050
0．058

2．0

パン　1009投与
0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～ユ50

150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240
240～255
255～270
270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360

1．4

1．3

1．9

1．2

1．4

1．1

1．2

2．5

1．9

1．5

1．6

1．7

1．1

1．1

2，1

0．9

1．2

1．6

1．2

1。0

1．1

0．5

0．6

り

5．8

5．2

7．2

5．0

5．0

2．9

7．84

7．67

7．64

7．62

7．84
7．81

7．85

7．95

8．08

8．15

7．99

8．08

7．99
7．91

7．98

8．05

7．89

7．96

7．70

7．88

7．95

7．88

7．70

7。95

0．046
0．044
0．024

0．025

0．032

0．030
0．021

0．022

0．029
0．022

0．028
0．022

0．030
0．029
0．030
0．043

0．022

0．030
0．031

0．030

0．027
0．030
0．030
0．040

1．9

1．3

1．8

1．6

1．4

最大値
最小値

0．8

2．5

0．5

8．15

7．62
0．046

0．021

1．9

0．8

平均値 1．2 17・881…29 1．4

その6時間毎時平均値を求めると，第13表及び第5 図の如し．

第　　13　表

時　間1投与前　1 2 3 4 5 61平髄
分泌劃4・2｝5・515・616・715・6【5・513・615・4

pH 17・7・17・7817・8518・・117・9717・8717・8317・88

ビリ

ノレン

ビ量

・／dl［…441…351…311…281…331…36［…42…34

璽劉1・8

　パン100gを投与すると，投与後30分にして分泌量

は増加し5時間に亘って増加する，三犬毎時平均値に

おいて3時間目に最高値6．7ccを分泌し，以後次第

に減少して6時間目に投与前より十手を示し，6時間

平均値は5．4ccである．　pH値は試食投与直後より上

昇し，ほぼ分泌量に比例し分泌量の最高を示した3時

間目に最高値8．01に達し，投与前のpH：より0・31上

昇し以後次第に下降するが6時間に至るも投与前より

高い値を示し，6時間平均pHは7．88で投与前に比

し0．18上昇す．ビリルビン量はその百分率において

分泌量にほぼ反比例して減少し3時間目に最小値0・0

28g／dlを示し，以後増加して6時間目に投与前の値

に復す．6時間平均値は0，0349／d1である．その絶

対量は殆んど同一量を排出し，6時間平均1．7mgで
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胆汁のpHに及ぼす諸種条件による実験的研究 1187

投与前の値と変化は見られない．

第5図　パン1009投与時
ミ
審

判闘

ぎ渓＝

…↓
10GIG　8．0

909　7．9

808　7．8

707　7。7

606　7．6

505　7．5

404　74

505　7．5

202　72

10　7　71

2．蛋白質食牛赤肉1009投与試験

70

／

、

、

　　　　pH　一
　　分　泌二一一一
ビリルビン量恥£！dΣ＿＿一

　　　　／へ、

　　　／　＼
戸・一’ @　　　＼L．＿．
／　　　　　　　　　　　』＼

　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　＼．
、　　　　　　　　　／＼
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　、

　、、
　　、噛嘱　　　　　　　　　　，

　　　　　｝

1　　　2　　　3　　　4　　　 5　　　．6時間

　蛋白質食として牛赤肉100gを投与すると，実験成

績は第14，15，16表の如し．

第　　14　表

第8号犬
♀　10．5kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．3

0．5

L2
1．5

1時間分泌量

5．0

pH

7．68

7．67

7．77

7．78

ビリルビン量
百分率・／d1陣対量m・

0。036
0．038

0．026
0．024

1．5

牛赤肉 1009投　与

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～五80

180～195
195～210
210～225
225～240

3．0

2．4

2．0

1．8

L8
2．4

2．2

2．4

0．2

4．0

2．8
工．9

2．4

1．9

2．6

2．2

9．2

8．8

8．9

9．1

7．98

7．98

7．89
7．71

7．66

7．80

7．80

7．89

8．22

7．57

7．89
7．91

7．83
7．75

7．89

7．91

0．021

0．016
0．021

0．Oi8

0．020

0．018
0．018

0．026

0．018

0．025
0．021

0．018

0．018

0．019

0、018
0．024

1．7

1．7

L6

1．7

240～255
255～270

2．4

2．2 7．9

7．80

7．75

0．027

0．026 2．0
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1188 神 野

270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360

最大値
最小値

平均値

0．6

2．7

2。2

0．5

0．3

1．8

4．0

0．2

2．1

6．8

7．89

7．69

7．43

7．62

7．69

7．62

8。22

7．43

7．79

0．027
0．024

0．027
0。027
0．028
0．027

0．028
0．016

0。022

1．8

2．0

1．6

7．7

第　15　表

第19号犬
3　8．4kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1。5

1．2

1．5

1．8

1時間分泌量

6．0

pH

7．66

7．64

7．58

7．60

ビリルビン：量

百分率9／dI

0．021

0．020
0．021
0．123

絶対量：mg

1。2

牛赤帽　1009投与
0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
i50～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240
240～255
255～270
270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360

1．4

1．9

1．8

1．4

1．5

1．7

2．9

1．2

1．5

2．5

1．5

1．9

2．6

2．5

1．2

2．6

1．0

2．8

L1
2．1

1．8

2．4

1．9

0．7

最大値
最小値

平均値

2．9

0．7

1．8

6．5

7．3

7．4

8．9

7．0

6．8

7．68

7．58

7．68

7．58

8．02

8．09

7．77
8．01

8．02

8．01

8．12

8．10

7．91

7．87

8．09

7．84

8．12

8．08

8．06

7．88

8．06

7．86

7．96

8．23

8．23

7．58

7．96

0．024
0．024
0．025

0．021

0．019
0．027
0．017
0．021

0．018
0．018
0．020
0．016

0．015

0．017
0．018
0．013

0．015

0．017
0．017
0．012

0．015

0．016
0．018

0．011

0．027
0．oi1

0．018

1．7

1．5

1．3

L3

LO

1．0

1．0

1．3

第　16　表

第10号犬
3　9．6kg
0～15
15～30
30～45
45～60

毎i5分分泌量

0．6

0．4

0．4

0．4

1時間分泌量

1．4

pH

7．50
7．51

7．45

7．45

ビリルビン量

百分率9／d1

0．050

0．065
0．145
0．145

絶対：量mg

1．2

赤牛肉　100g投与
0～15
15～30

0．3

2．1

7．45

7．91
0．130
0．052
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胆汁のpHに及ぼす諸種条件による実験的研究 1189

30～45
45～60

2．3

2．2

6．9 7．99
8．05

0．036

0．028

4．2

　　60～75
　　75～90
　　90～105
　　105～120
一一ｹ琢画35
　　135～150
　　150～165
　　165～180
　　180～195
　　165～210
　　210～225
　　225～240
240～255
255～270
270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360

2［8

1．8

2．8

1．6

2．6

1．6

2．0

2．7

3．1

0．9

2．1

1．9

1．3

0．8

1．7

3．0

0。4

1．2

3．2

0．3

9．0

8．9

8。0

6．8

5．1

8［08

8．01

8．05

8．18

8．06

8．15

8。06

7．98

8．01

8．03

8．01

8．01

8．15

8．08

7．91

8．03
合．09

8．18
7．95

7．95

0．026
0．023

0．019
0．011

0．015

0．012
0．019

0．025
0．0窟7

0．015

0．028

0．030

0．031

0．021

0．022

0．030

0．054

0．032

0．015
0．016

1．7

1．5

2．0

1．7

1．4

最大値
最小値

3．2

0．3

8．18

7．45
0．130
0．011

4．2

1．4

平均値 1．8
i8・・1

0．030 2。0

その6時間毎時平均値を求めると，第17表及び第6 図の如し．

第　　17　表

時間1投与訓1 2 3 4 5 61平躯
分泌劃4・l17・518・副8・418・617・216・217・7

pH レ・6117・7g17・9418…17・92！7・9517・8817・91

ビリ

ノレン

ビ量

・／d11…461…351…2・1…171…1gl…221…23［…22

櫨劉1・812・611・6i1・4い・61L51Mい・7

　即ち牛赤肉1009を投与すると，投与直後又は15分

後分泌量はパンにおけるより急激に増加し，主として

著明に増加したのは2，3，4時間で三犬毎時平均値

において4時置目に最高値8．6ccを示し，6時間に至

るも投与前に比し多量を分泌す．6時間毎時平均分泌

量は7．7ccでパンの5．4ccに比し遙かに多量を分泌

する．pH値は試食投与直後より分泌量にほぼ比例し

て上昇し，三犬毎時平均値において3時間目に最高値

8．00を示し，投与前に比して0．39上昇し以後次第

に下降する．6時間毎時平均pHは7．91でパンの

7．88に比して高い．ビリルビン量はその百分率にお

いて分泌量にほぼ反比例して減少し，三犬毎時平均値

では3時間目に最：小値。．0179／d1を示し，6時間毎

時平均。．0229／d1でパンの。．04291dlに比して低く

6時間に至るも減少し続ける．その絶対量は分泌量

の急激に増加する1時高目に2．6mgと一時増加する

が，その後1．4～1．6mgを分泌し6時間毎時平均1．7

mgで，投与前又パンの場合と殆んど変化はない．
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1190 神 野

第6図　牛赤肉1009投与時

言

数

叢↓
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123456時聞
3．脂肪食バター329投与試験

脂肪食としてバター32gを投与すると実験成績は

第18，19，20表の如し．

第　　18　表

第8号犬
♀　　　10．5　k9

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．5

0．9

1．2

L8

1時間分泌量

5．4

pH

7．77

7．59

7．60

7。78

ビリルビン量
百分率・／dll絶対量m・

0．042
0．044
0．040
0．041

2．1

バタ 329投　与

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～’150

150～165
165～正80

180～195
195～210

0．6

1．0

1．9

0．3

2．2

1．0

1．0

0．5

L5
1．9

1．4

1．4

3。8

4．7

7．57

7．73

7．75

8，12

7τ78

7．68

7．86
8．ユ4

0．041

0．037
0．033
0．031

0．032

0．027
0．030

0．025

6．2

7．98
7．91

7．86

8．08

0．027
0．028
0．029
0．027

2．3

1．8

1．3

1．3

1　8．08
　8．i5

1．6

8：8器　1
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胆汁のpH．に及ぼす諸種条件による実験的研究 1191

210～225
225～240
240～255
255～270
270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360

最大値
最小値

平均値

1．2

L2
0．2

0．3

1．3

1．5

1．6

1．7

1．5

1．4

2．3

0．2

1。2

6．5

3．3

6．2

8．14

8．08

8．05

8．07

7．94

7．94

8．05

7．92

8．10

7．86

8．15

7．57

17・96

0．031

0．033

0．033

0．028
0．026

0．026

0．026
0．025
0．031

0．039

0．041

0．022

0．029

1．7

0．9

1．8

1．8

0．9

1．4

第　　19　表

第9号犬
♂　8．4kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．5

0．8

1．4

1．1

1時間分泌量

5．8

pH

7．81

7．70
7．62

7．73

ビリルビン量

百分率g／d五

0．030

0．035

0．040
0．035

絶対量mg

2．0

バター 32g投与
0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240
240～255
255～270
270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360

最大値
最小値

平均値

1．0

1．4

1．6

1．2

0．6

0．9

0．9

0．4

1．7

1．2

1．9

0．9

1．1

1．4

1．2

1．6

1．1

1．4

0．2

1．8

0．6
1．4

2．1

0．9

2．1

0．2

1．1

4．2

2。8

5．7

5．3

4．5

5．0

7．81

7．83

7．64

7．62

7．61

7．50

7．34

7．66

7．47

7．14

7．68
7．91

7．92

7．46

7．37

7．46

7．41

7．53

7．89

7．60

7．56

7．34

7．57

7．63

7．92

7．14

7．74

0．035
0．048

0．068
0．045

0．046
0．048

0．062
0．051

0．058

0．053
0．047

0．040

0．054

0．045

0．056

0．046

0．046

0．050

0．038
0．035

0．037
0．040

0．046
0．051

0．062

0．035

0．047

2．0

1．4

2．9

2．6

1．8

2．1

2．7

1．4

2．1

第　　20　表

第10号犬
δ　9．6kg

0～15
i5～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

0．5

1．0

1．1

1．4

1時間分泌量

3．0

pH

7．31

7。37
7．20

7．62

ビリルビン量
百分率・／dll絶糧m・

0．136

0．120
0．067

0．085

3．0
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バタ 32g投　与

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240
240～255
255～270
270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360

0．5

0．5

0．9

1．0

0．2

L9
0．5

0．7
1『D9

1．7

1．4

0．2

1．6

1．5

0．4

1．3

1．6

0．2

2．0

2．0

1．0

3．3

3．3

3．3

2．9

3．3

5．2

4．8

3．8

4．3

7．88

8．03

7．76

7．67

7．88

7。98

7．67

8．10

8．11

7．98

7．93

7．98

8．01－

7．84
8．01

8．05

7．94
8．01

7．84

7．76

7．76

0．082

0．080
0．094
0．078

0、059
0。061
0．085

0；084

0．074
0．064

0．044

0．066

0．060
0．066

0．042

0．084
0．084
o．060

0．073

0．073

0．073

2．3

2．2

3．8

2．6

2．3

2．8

最大値
最小値

1．9

0．2

8．11

7．67

0．094

0．042

3。8

2．2

平均値 LO 17・91【…69 2．6

その6時間毎時平均値を求めると，第21表及び第7図

の如し．

第7図バター329投与時
ミ

謬

禦呵圖

ミ湊

£ほ↓

1001080

909　79

808　7，8

707　7，7

606　76
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404　74

505　7．5

20272

，017．1

7，0

　　　　p　H　『
　　　分　泌鑑一・一
ビリルビン澱職9／d1一一一

　＼、　　　／贈咀、・、
　　ヘ　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　も

　　　’㌧一4へ、　＼　　！
、　　／　＼一N＿三二・

＼＿／　　　〉

　即ちバター329を投与すると，パン，牛丁丁投与

の場合と異なり分泌量は投与後1．2時間は却って減少

し，2時間後より増加三二毎時平均値において3時間

目に最高値5．7ccを分泌し，以後次第に減少するが，

6時間に至るも投与前より高い値を示す，6時間毎時

平均値では牛丁丁，パンに比し4．5ccで一番少ない．

pH値は最：初のi2時間目に分泌量が減少しているにも

拘らず試食投与直後又は30分後より上昇し，三犬毎時

平均値において4．5時間目に最高値7．87を示し，投

与前に比して0．29上昇し以後下降する．6時間毎時

平均pHは7．81で牛六戸，パンに比して低い．ビリ

ルビン量はその百分率においてほぼpH反比例して軽

度の減少を示し，三犬毎時平均値では4．5時間目に最

小値0．0449／dlを示し，6時間毎時平均0・0489／dI

で牛赤馬，パンに比して多い．その絶対量は分泌量の

増加した3時間目に2．8mgと一時増加するが，6時

間毎時平均2．Omgで投与前に比し0．7mg減少して

いる．

　4．混合食投与試験

　混合食として粥1509，牛赤肉209，バター59即

ち前項と同様カロリーを250カロリーとして投与する

と実験成績は第22，23表の如し．

「lj～3456時間

【258】



胆汁のpH：に及ぼす諸種案件による実験的研究 1193

第　　21　表

時　　間

分泌量
pH

ビリ

ノレン

ビ量

9／dI

絶対量

mg

投与訓ユ 12
4・一3・6i3・6

i7・5817・78

…59｝…55

2．7

17・78

｝…49

i1・9［1・7

3 i4
5．7｝5．5

7．8317・87

…5・1…44

2．8
12・2

5161平均値
3・815・114・5

7・8717・75 7．81

…44i…46t…48

1・612・312・・

第　　22　表

白11号犬
6　9．6kg
0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．3

1．0

1．4

1．7

1時間分泌量

5．4

pH

7．42

7．50

7．60
7．52

ビリルビン量
百分率・／d1陣対量m・

0．040
0。042

0．038
0．036

2」

粥1509十バター59十牛旨旨2Gg投与

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180

180～195
195～210
210～225
225～240
240～255
255～270
270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360

最大値
最小値

平均値

重．4

0．5

1．7

1．6

1．8

2．6

1．5

し5
1．4

1．5

1．6

2．7

1．0

1．2

1．6

2．2

1．8

L7
2．0

2．0

1．4

0．9

0．5

L2
2．7

0．5

1．5

5．2

7．4

7．2

6．0

・6．5

4．0

7．74

7．86

7．92

7．91

7．94

7．89

7．99

8．18
8711

8．11

8．05

7．84

8．15

8．21

8．C5

7。99

8．01

8．15

7．89

7．95

7．95

7．95

8．10

8．11

1　8．21
　7．74

｝8…

0．037
0．034

0．022
0．025

0．019

0．020
0．022
0．024
σ：0頭

0．022
0．024

0．028

0．025
0．019

0．G20

0．020

0．024

0．014

0．020

0．018

0．024

0．018
0．020
0．012

0．037
0．012

1．5

1．6

L6

1．2

1．1

0。7

1．6

0．7

…221 1．2

第　23　表

第12号犬
♂　7．9kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量　　1時間分泌量　　pH

0．7

LO
1．3

1．0

　　　　7．73
　　　　7．804．0
　　　　7。88
　　　　7．81
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百分率・／dl1

0．038

0．046
0．048

0．040

ビン量

絶対量mg

1。7



1194 神 野

粥1509十バター59＋牛赤肉209投与

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
ig5～210
210～225
225～240
240～255
255～270
270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360

1．O

i．1

2．0

0．5

L4
1．3

1．1

1．3

0．合

0．5

0．9

1．8

0。3

0．8

1．3

0．7

1．8

0．6

1．7

0．3

0．7

1．5

1．4

0．5

4．6

5．1

4．0

3．1

4．4

4．1

7。60
7．85

7．97

8．02

8．01

8．07

8．00
7．98

8．15

8．20

8．08
7．91

8．05
8．12

7．95

7．95

8．05

8．03

7．97
8．21

8．14

7．95
7．93

8．18

0．056

0．052

0．035
0．034

0．047

0．036

0．032
0．044

0．038
0．028
0．022

0。034

0．040
0．031

0．035
0．045

0．046

0．036
0．040

0．038

0．020

0．047
0．041

0．042

2．0

1．9

1．2

1．1

1．7

1．5

最大値
最小値

2．0

0．3

8．21

7．60
0．056

0．020

2．O

L1

平均値 1．0 17・981…37

　その6時間毎時平均値を求めると，第24表及び第8

図の如し．

　　　第8図　混合食粥1509十バター59十
　　　　　　　牛赤肉209投与時
　　　劇

　　　養竃↓

81

て080

9　7，9

8　7．8

7　7．7

6　7，6

5　7．5

4　ア4

5　7．5

2　7．2

1　7．1

70

　　　　pH　一
　　分　泌　量・一一
ビリルビン量皿g／d1＿＿＿

　　　リへ　　　／　＼．
　　　　　　　　　
．ノ／@＼／＼
　　　　　　　　＼》〆　　　＼

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
、、

A
　　、、
　　　＼＼　　＿一一一一一一
　　　　　　㌔騨噂一

　分泌量は投与後30分より次第に増加し，二型毎時平

均値において2時間目に最高値6．2ccを示し以後次第

に減少す，6時間毎時平均値は5．1ccで牛赤字，パン

より少なくバターより多い．pH値は試食投与直後或

いは30分後より初めほぼ分泌量に比例して増加し，毎

時平均値において3，4時引目に最高値8．05に達し，

投与前に比して0．40高く分泌量の減少にも拘らず6

時間に至るもpl｛値は減少せず，6時間毎時平均pH

は8．00でパン，牛赤肉，バタ・一より高い．ビリルビ

ン量はその百分率においてほぼpHに反比例して減少

し，毎時平均値において3時間目に最小値0．0269／d1

を示し6時間に亘り減少する，6時間平均0．0299／dI

でバター，パンた次いで多く，その絶対量は一般に投

与前に比し減少し，6時間毎時平均1．21ngでバター

と同様投与前に比し0．7mg減少す．

　5．牛乳投与試験

　牛乳250カロリー470ccを投与すると第25，26表

の如し．

1　　2　　5　　4　　5　　6時間
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胆汁のpHに及ぼす諸種条件による実験的研究 1195

第　　24　表

時制投与前
分泌剴4・7

pH
「7・65

ビリ

ルン
ビ量

・／d11…41

璽劉1・9

1｝2131415
4．9
i6・2 15・6

7・85｝8…18・・5

…361…3・1…26

1．7 1L8 11・4

4．5

8．05

0．027

1．2

5．4

8．03

0．029

L5

6

4．0

8．03

0．027

1．0

平均値

5．1

8．00

0．029

1．2

第　　25　二

十11号犬
δ　6．9kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．0

0．8

1．1

1．3

1時聞分泌量

4．2

pH

7．33

7．50

7．60

7．43

ビリルビン量
百分率・／d1陣対量m・

0．041

0．044

0．043

0．040

1．7

牛　乳　47。cc投与
0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240
240～255
255～270
270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360

　　0．7
・　　1。0

　　2．1

　　L1
1．1

0．9

0．3

1．1

1．3

LO
O．8

1．2

1．0

1．1

1．8

1．6

0．9

1．5

1．7

1．6

1．4

0．4

1．4

1．5

叢奈橿1

平均値

2．1

0．3

i 1．2

4．9

3．4

4．3

5．5

5．7

4．7

7．87

7．78

7．80

7．78

7。48

7．83

7。76
8．03

8．14

8．15

8．14

7．99

7．96

8．19
7。92

7。99

7．82

7．97
8．01

7．92

7．82

8．09

7．72

7．59

8．15

7．48

i7・91

0．035
0．026

0．025

0．028

0．028
0．035

0．027
0．026

0．026
0．025

0．022
0．020

0．023

0．022

0．022
0．026

0．025

0。020
0．025
0．021

0．025
0．031

0．030
0．030

0．035

0．020

0．026

1．3　・

0．8

0．9

1．2

1．2

1．3

1．3

0．8

2。1

第　　26　表

第12号犬
＄　7．5kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

ユ．1

0．8

0．9

1．2

1時間分泌量

4．0

こ口

7．41

7．52

7．43

7．32

ビリルビン：量

醗率・／dli絶糧m・
0．036
0．040
0．038
0．034

1．4
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1196 神 野

牛　乳　47。cc投与
0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240
240～255
255～270
270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360

L2
1．0

1．1

0．7

2．6

2。6

1．7

2．3

1．7

1．9

1．7

1．2

L9
1．0

1．3

1．1

1．6

1．5

1．1

LO
1．3

0．9

1．2

0．8

4．0

9．2

6．5

5．3

5．2

4．2

7．50

7．78

7．71

7．90

7．86

7．88

7．78

7．92

7．95

8．28

8．23

7．95

7。90

8．16

7．93
8．01

8。16

8．12

8．04

8．02

7：99

8．16

7．78

7．85

0．043

0．040
0．040
0．042

0．030
0．033
0．025
0．020

0．021

0．024
0．021

0．018

0．021

0．025
0．021

0．015

0．024
0．021

0．024

0．019
0丁011

0。021
0．025

0．025

1．6

2．4

L3

1．0

1．1

1．0

最大値
最小値

2．6

0．7

8．28

7．50

σ．043

0．011

2．4

1．0

平均値 1．4 17・951…25一 1．4

第9図　牛乳470cc投与
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　その6時間毎時平均値を求めると，第27表及び第9

図の如し．

　分泌量は30分～1時間後より増加し，二犬毎時平均

値において2時間目に最高値6．3ccを示し，その後次

第に減少するが6時間に至るも投与前に比し増加し，

6時間毎時平均分泌量は5．3ccで二二肉，パンに次い

で多い，即ち分泌の持続が比較的長い．pH値は投与

直後或いは15分後より分泌量にほぼ比例して急激に上

昇し，3時間目に最高値8．10に達し投与前に比し

0．66上昇す．分泌量の減少と共にpH値も下降し，

6時間毎時平均pHは7．93で混合食に次いで高い．

ビリルビン量はその百分率において試食投与後分泌量

及びpH値にほぼ反比例して次第に減少し，毎時平均

値において4時間目に最小値0．0219／d1を示し以後

軽度増加するが，6時間に亘り投与前より減少してい

る．6時間毎時平均ビリルビン量は0．0249／dlで牛

赤肉に次いで少ない．その絶対量は分泌量の急激に増

加した2時間目に投与前と同一量を排出したが以後減

少し，6時間毎時平均絶対量は1．3mgで投与前に比

し軽度減少す．

123456庭寺間
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胆汁のpHに及ぼす諸種条件による実験的研究 1197

第　　27　表

時剛蘭訓1 2 3 4 5 61平髄
分泌剴4・114・416・315・415・4i5・414・gi5・3

pH 17・44［7・767・8118・1・18…18・・417・8717・93

ビリ

ノレン

ビ量

・／dll…3gl…341…25i…221…211…221…24…24

鷺馴1・511・4】1・511・111・11・111・1 1．3

2．大重食餌投与の場合

1．含水炭素大量投与試験

　前日米飯投与後24時間を経て再び米飯300gを投与

すると実験成績は第28，29表の如し．

、

第　　28　表

第』13号犬

δ　11．2kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．1

1．5

1．7

1．2

1時問分泌量

5．5

pH

7．79

7．82

7．84

7．94

ビリルビン量

百分率9／d1陣対量mg
0．046

0．032
0．036

0．030

1．9

米　　飯 300g投　与

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～2io
210～225
225～240
240～255
255～270
270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360

1．0

1．7

i．8

1．5

1．6

1．6

1．3

1．5

1．7

1．5

1．3

1．3

1．4

L7
1．3

1．6

1．6

1。6

1．3

1．6

1．4

1．4

1．5

1．6

6．0

6．0

5．8

8．08

7．70

7．86

7．60

7．77

7．86

7．45

8．01

6．0

7．82

7．79

8．08

8．05

8万6
7．93

8．15

7．99

6．1

5．9

7．96
8．11

8．10

7．98

7．99

7。94

8．15
8．01

0．038
0．034

0．030

0。020

0．028
0．028
0．036
0．046

0．039

0．033
0．030
0．040

0．042

0。032
0．040

0．034

0．074

0．034

0．030
0．030

0．048

0．035

0．036

0．036

1．8

2．0

2．0

2。2

2．5

最大値
最小値

1．8

1．0

8．15

7．60

2．1

0．074

0．020

2．5『

1．8

平均値 1．4 17・931 0．035 2．1

第　　29　表

第14号犬
♀　　9．3kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

0．8

0．8

0．7

0．9

1時間分泌量

3．2

pH

7．40

7．71

7．70
7．63

ビリルビン量
醗率・／dl陣対量m・

【263】

0．047
0．041

0．072
0．067
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1198 神 野

米　　飯 300g投　与

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～ユ35

135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240
240～255
255～270
270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360

0．6

1．1

1．7

1．2

1．1

1．1

1．3

1．1

1．1

1．0

ユ．0

1．0

0．9

1．1

0．9

0．8

1．1

0．8

0．8

0．9

0．8

0．8

0．8

0．7

4．6

4．6

4．1

3．6

3．6

3．1

7．88

7．70

8。09

8．ig

8．16

8．09

8．00

8．08

8．24

7．91

8．15

7．91

8．04

7．97
8．11

7．98

7．96

8。08

7．87

7．98

7．96

8，05

7．78
8．01

0．072

0．050

0．030

0。020

0．025
0．044

0．037
0．021

0．026
0．036

0．035
0．029

0．027
0．033

0．045
0．042

0．020
0．032

0．038
0．033

0．047
0．053

0．038

0．038

1．9

L4

1．2

1．2

1．0

1．3

最大値
最小値

1．7

0．6

8．24

7．70
0．072

0．020
L9
1．0

平均値 0．9 18…［…36 1．3

悪

ぱ

興

ミ

翁

畷

第10図　含水炭素大量投与量
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　、　　　　　　　　　　　　　二＼
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　　　、　　　　　　　　　’
　　　　㌔一一一

　　　　　　　　　　1　　2　　5　　4　　5　　6時間

　その6時間毎時平均値を求めると，第30衷及び第10

図の如し．

　米飯3009投与後24時間の二犬平均値は分泌量4．3

cc，　pH　7・72，ビリルビン量はその百分率0．0469／d1，

その絶対量は1．8mgである．更に米飯3009を投与

すると，分泌量は試食投与後30分より増加し，毎時平

均値において1，2時間目に最高値5．3ccを：示し，

5時間に亘り軽度の増加を示した．6時間毎時平均分

泌量は4．8ccである．　pH値は試食投与直後より上昇

し，ほぼ分泌量の増加に比例して上昇する，毎時平均

値において4時間目に最高値8．02を示し投与前の値

と比して0・30上昇し6時間に亘り増加を続ける，6

時間毎時平均pHは7．96である．ビリルビン量では

その百分率において試食投与後ほぼ分泌量及びpHに

反比例して減少し，2時台目に最低値0．0329／dlを

示し次第に旧に復す，6時間毎時平均値は0．0359／d1

である．その絶対量は投与前の値とほぼ同一量を分泌

し，6時間毎時平均値は1．7mgである．
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胆汁のpHに及ぼす諸種条件による実験的研究 1199

第　　30　表

時剛結前i1 2 3 4 5 61鞠値
分泌量i4・3「5・3［5・314・9‘【4・814・814・・14・8

pH 17・72レ・887・9317・99【8・・2「8…レ・97［7・96

ビリ

ノレン

ビ量：

・／dll…461…36【…32i…331…361…3gl…411…35

幣｝L8【1・g11・711・6i1・7［1・811・7｝1・7

2．蛋白質大量投与試験

前日牛赤肉5009を投与し，翌日24時間後再び5009

を投与す．第13号犬は5009を食したが，第14号犬は

1009を残す．実験成績は第31，32表の如し．

第　　31　表

第13号犬
♀　11．2kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎i5分分泌量

1．8

1．6

1．5

1．5

1時間分泌量

6．4

pH

7．81

7．84
7，91

7．91

ビリルビン量
百分率・／d11絶対量m・

0．038

0．038
0．046　　．

0．034

2．4

牛赤肉　500g投与
0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
’1『

W0罵7195

195～210
210～225
225～240
240～255
255～270
270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360

2．1

2．4

2．3

L6
2．1

1．9

1．9

1．7

2．8

2．3

2．8

2．6

2．3

2．4

3．4

1．9

2．2

2．0

2．3

2．2

2．6

2．0

2．9

1．9

8．4

7．6

10．5

10．0

6．7

7．4

ブフ74

7．93

8．00

7．90

7。87

8．10
7．91

7．83

8．03

8．01

8．08

8．06

7．99

8．05

8．O1

8．03

7，84

7．96

8．06

8．20

7．83

8．20

8．09

7．91

0．032

0．032
0．024

0．020

0．021

0．023
0．028
0．024

0．013
0．014

0．017

0．016

0．012
0．014

0．014

0．017

0．024

0．016
0．011

0．013

0．016
0．014

0．016

0．018

2．2

1．8

1．5

1．4

1．0

L1

最大値
最小値

3．4

1．6

8．20

7．74
0．032
0．011

2。2

1．0

平均値 2．1 レ・98［ 0．018 1．5

第　　32　表

第14号犬
♀　　9．3kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．4

1．5

1．2

1．1

1時間分泌量

5．2

pH

7．96

8．05

7．79

7．93

ビリルビン量
百分目・／dl陣対量m・
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0．030
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0．030
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1200 神 野

牛赤肉 400g投　与

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～ユ05

105～120
120～135
135～150
150～165
165～180

0．8

1．5

1．5

1．4

1．5

1．6

2．2

2．2

1．0

1．8

0。8

2．5

180～ユ95

195～210
210～225
225～240
240～255
255～270
270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360

叢奈催／

1．3

1．6

1．5

0．9

L5
1．6

i．1

1．5

1．4

2．0

2．1

0．9

5．2

7．5

6．1

5．3

5．7

0．4

7．97

7．99

7．93

8．09

8．06

8．06

8．03

8．08

8．01

7．96

7．92

8．04

8．06

8．15

7．94

7．96

7．96

8．01

7．96

8．O1

7．96

8．04

8．io

7．97

0．032

0．030
0．043

0．027

0．020
0．012

0．016
0．020

0．016
0．012
0．015

0．012

0．020
0．018

0。020
0．015

0．018

0．014

0．016

0．OI7

0．017
0．017
0．023
0．025

1．7

1．2

0．7

0．9

0．9

2．5

0．8

1．2

8．17

7．93
0．043

0．012

1．7

0．7

平均値 1．5 i8・・1i…19 1．1

範

営

翼嘔

期
翁儲
10010　8．σ

909　ア．9

808　7，8・

707　7，7

606　76

505　75

404　74
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10で　71
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第11図　蛋白質大量投与
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1　　2　　5　　4　　5　　8時間

　その6時間毎時平均値を求めると，第33表及び第11

図の如し．

　即ち牛赤肉5009投与後24時間の二犬平均値は分泌

量5．8cc，　pH　7．89ビリルビン量は百分率0．035g／d1，

絶対量2．Omgである．米飯投与時に比して分泌量は

1・5cc多く，P：H：値は0．17高く，ビリルビン量は

0．011g／d1減少している．第2回投与後分泌量は試食

投与直後より著しく多量を分泌し，毎時平均値におい

て2，3，4時間目に著しく増加した．最高値を示し

たのは3時間目で8．3cc，6時間平均毎時分泌量は7．2

ccで米飯の4．8ccに比し多量を分泌する．　pH値は

ほぼ分泌量に比例して上昇し，4時台目に最高値8．03

を示し，投与前に比して0．14高く6時間に至るも減

少せず，6時間毎時平均pHは7．99で米飯より軽度：

上昇す．ビリルビン量はその百分率においてほぼ分泌

量pHに反比例して減少し，毎時平均値では3時間目

に最小値0・0149／dlを示し6時間に至るも増加せず

6時間毎時平均0．0199／d1で米飯に比し0．0169／d1

少ない．その絶対量は試食投与後1時間値のみ投与前

と同じ値を示し以後減少し，6時間毎時平均1．3mg

で含水炭素の場合より0．4mg少ない．
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胆汁のpHに及ぼす諸種条件による実験的研究 1201

第　　33　表

時間」投馴123456陣値分泌劉5・8　　　　　　　　　16・817・518・317・616・216・g17・2

pH

ビリ

ノレン

ビ量：

17・89レ・94i7・9818・・218・・3t7・9818…17・99

・／dll…351…3・1…2・1…14i…161…161…161…19

鷺量12・・｝2・・11・511・・11・21・・g11・211・3

3．脂肪大量投与試験

前日バター2509を投与し，24時間後再び投与する

と多くの犬は好んで食せず，第13号犬は70g，第14号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　34

犬は309を食したのみ，実験成績は第34，35表の如
し．

足

回13号犬
8　11．2kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

2．3

2．1

1．9

1．5

1時間分泌量

7．8

pH

7．58

7．79

7．55

7．37

ビリルビン量
百分率・／d1陣舳m・
0．055
0．029

0．043
0．035

3．1

バター　7090（これ以上食せず）

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
2io～225
225～240
240～255
255～270
270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360
最一大値
最：小値

1．7

1．9

2．O

L6
1．7

0．9

1．2

L3
0．4

0．8

1．9

1．2

1．6

1．3

1．3

1．8

3．4

2．8

1．2

0．9

0．5

1．0

1．4

1．0

7．2

5．1

4．3

6．0

8。3

3．9

7．47
7．52

7．93

7．66

7．84

7．76

7．62

7．84

7．67

7．84

8．15

7．99

8．03

7．84

7．88

8．08

7．83
8．00

8．20

8．06

8．10

7。78

7．95

8．08

0．040

0．038
0．024

0．028
0．037

0．043
0．043

0．046

0．056
0．043

0．045
0。041

0．036

0。028
0．034

0．032

0．040

0．032

0．028
0．035

0．048

0．062
0．051

0．058

2．3

1．6

1．9

1．9

2．7

2．1

3．4

0．4
8．20

7．47
0．062

0．024
2．7

1．6

平均値 1．4 17・861 0．040 2。0

第　　35　表

第14号犬
♀　9．3kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．3

L5
2。6

1．9

1時間分泌量

7．3

pH：

8．10

7．97
7。80

7．76

ビリルビン量
百分率・／dll絶対量m・
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0．012
0。008

0．016
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1202 神 野

バター　309（これ以上食せず）

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240
240～255
255～270
270～285
285～300
300～315
315～330
330～345
345～360
最：大値
最：小値

1．5

1．3

2．3

1．6

3．2

0．9

0．7

0．6

1．0

1．7

1．6

2．1

2＝7

1．5

1．6

3．6

1．9

2．8

1．9

1．6

3．5

2．4

1．7

2．1

6．7

5．4

6．4

9．4

8．2

9．7

7．97

8．03

8．03

7．82

7．58

7．80

8．09

8．01

8。03

7．87
8．04

8．04

7．90

8．01

7．99

7．77

7．88

7．64

7。88

7．75

7．75

7。66

8．14

7．73

8714
7．58

0．012

0．017
0．014

0．015

0．018

0．020
0．012
0．017

0．008
0．018
0．008
0．016
0「i20

0．013

0．023
0．030

0。025

0．032
0．018
0．022

0．024
0．021

0．018
0．024

0．9

0．8

0．7

1．9

1．9

3．6

0。6

2．0

0．032

0．008

2．0

0．7

平均値 1．9 17・8g1 0．018 1．3

ミ

営

更嘔

拳闘
｝」虫　昌

100108．0

909　7．9

808　7．8

707　7．7

606　7．6

505　7．5

404　7．4

505　7．5

202　7．2

101　7．1
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第12図　脂肪大量投与
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　その6時間毎時平均値を求めると，第36表及び第12

図の如し．

　即ちバター2509投与後24時間のこ犬平均値は分泌

量7．5cc，　pH：7．73，ビリルビン量はその百分率におい

て0．0259／d1，その絶対量は1．8mgである．それを

米飯及び牛赤肉と比較すると、分泌量はパター最も多

く牛虻肉これに次ざ米飯は最も少ない，pH値は牛赤

一三も高く7．89，米飯は7．72でバターとほぼ同一の

値を示し，ビリルビン量はその百分量において米飯

0．046g／d1で最も多く，牛赤肉0．035g／dlでこれに

次ぎバターは最も少ない．その絶対量は牛赤肉2．Omg

で米飯，バターの1・8mg．に比してやや多い．第2回投

与は犬が好んで食べないために大量投与が出来なかっ

たが，分泌量は米飯，牛赤井投与時と異なり，バター

少量投与時と同様1，2，3時間は却って試食投与前

より減少し4，5時間目に再び増加し5時間目に最高

値8．2ccに達したが，6時間毎時：平均値は6．6ccで

少量にも拘らず牛赤肉に次いで多量を分泌する．pH

値は少量投与時と同様1，2，3時間目に分泌量が減

少しているに拘らず試食投与後次第に上昇し，3時間

目に最高値7．96に達し投与前の値に比して0．23高

く6時間に亘り低下せず，6時間毎時平均pH：は7・88

で投与前の値に比し0．15上昇し，牛赤肉7．99，米飯
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胆汁のpHに及ぼす諸種条件による実験的研究 1203

第　　36　表

時剛投与前11 2 3 4 5 6　　平泌量

分泌剴7・516・g15・2【5・3i7・718・216・816・6

pH 【7・7317・8・レ・8117・96［7・93レ・9・レ・8717・88

ビリ

ノレン

ビ量

・／d11…251…231…241…29…261…281…371…27

鱗量［1・811・51・211・5｝2・・12・212・511・8

7．96に比して最も低い．ビリルビン量はその百分率

において軽度の増加を示し，6時間毎時平均値は0．0

279／dlで投与前の値と比し0．0029／dl増加す，即ち

米飯の0・0359／dlに次ざ牛座談は0．0199／d1で最も

少ない．その絶対量は分泌量の増加する4，5，6時

間目に軽度増加し，6薩閥毎時平均値は1．8mgで投

与前の値と同様である，米飯の1．7mg，牛赤肉の1．3

mgに比し最：も多い．

IV．考

以上の実験成績を総括すると次の如し．

1．少量投与時即ち250カロリー同一食餌投与各6

按

時間平均値を求めると次の第37表の如し．

　即ち表に示す如く，少量投与時の分泌量は牛赤肉

第　　37　表

ノぐ　　ン

牛赤肉

バター

混　　合

1009

1009

329

　食
（粥150gノぐター59赤牛肉209）

牛乳　470cc

分泌量（最大値を示す時間）

5．4

7．7

4．5

5．1

5．3

（3）

（4）

（3）

（2）

（2）

頭轍（羅儀講醗叢量
7．88

7．91

7．81

8．00

7．93

（3）

（3）

（4．5）

（3．4）

（3）

十〇．31

十〇．39

十〇．29

十〇．40

十〇．66

0．034

0．022

0．048

0．029

0．024

（3）

（3）

（4．5）

（3）

（4）

1．5

1．4

2．3

1．0

1．1

7．7ccで最も多く分泌し，次いでパン5．4cc，牛乳5．

3cc，混合食5．1ccでバター4．5ccで最も少ない．分

泌量が急激に増加を招致する迄の時間は静寂肉最も早

く，バターは最も遅い．更に最大値を呈する迄に要す

る時間は混合食，牛乳2時間，パン，バター3時聞，

牛知恩4時間である．pH値はほぼ分泌量に比例して

投与直後から著しく上昇し，6時間毎時平均値では混

合食が8．00で最も高く，牛乳7．93でこれに次ざ，

牛赤肉7．91，パンフ．88，バター7．81で最も低い，

これを投与前の値と最高値との差について見ると，牛

乳は0．66上昇し最も高く，次いで混合食0．40，牛

赤肉0．39，パン0．31，バター0．29で最も少ない．

又最高値に達する時間はパン，牛合肉，牛乳が3時間

目に，混合食が3，4時丁目に，バターは最も遅く

4，5時間目に最高値に達した．次にビリルビン量は

ほぼ分泌量pH値に反比例し，その百分率において分

泌量の最も少ないバターが0．0489／d1で最も多く，

パン0．0349／dl，混合食。．0299／d1，牛乳。．0249／dI

でこれに次ざ，分泌量の最も多い牛赤肉は0．0229／dI

で最：も少ない．その絶対量はバター2．3mgで最も多

く，パン1．51ng，牛二二1．4mg，牛乳1．1mgでこれ

に次ぎ，混合食は1．Omgで最も少い．

　2，前日米飯3009，牛頭肉5009，バター2509投

与後24時間の平均値を見ると，第38表の如し．

　胆汁の分泌量はバター7．5ccで最：も多く持続的に

長く分泌し，次いで牛赤字5．8ccで米飯は4．3ccで

最も少ない．pH値は牛鮮肉が7．89で最も高く，次

いでバター7．73，米飯7．72で殆んど同じ値を示し

【269】



1204 神 野

第　38表

米　飯

牛赤鼠

バター

1時間
分泌量 pH

4・3i7・72

5．8　7．89

7．5 7．73

ビルピリン量

百分率・／dll絶胆m・

0．046

0，035

0．025

1．8

2．0

1．8

た．即ち含水炭素食は最：も分泌量，pH値に及ぼす影響

が少なく，又バターは分泌量多量なるにも拘らずpH

値の上昇が著しくない．ビリルビン量は百分率におい

て分泌量の増加に反比例してバターは0．0259／d1で

最も少なく，二二肉は0．0359／d1でこれに次ぎ，米

飯は0．0469／d1で最：も多い，その絶対量は牛赤肉が

2．Omgで米飯，バターの　ユ．8mgに比して軽度増加

しているが，著しい差違は認められない．

　3．翌日再び米飯3009，牛赤手5009，パター2509

を連続投与した。（バターは嫌って少量を食したのみ）

　実験成績を総括すると次の第39表の如し．

　胆汁の分泌量は芦品肉が7．2ccで最も多く分泌し，

第　　39　一

望　　　　　飯

牛　　赤　　肉

バ　　　タ

分泌量（勲翻

4．8　　　（1．2）

7．2　　（3）

6．6　　（5）

頑（最大値を示す時間）（羅襲）

7．96

7，99

7．88

（4）

（4）

（3）

十〇．30

十〇．14

十〇．23

ビルピリン量
醗率（最小値を示す時間）1絶轟量

0．035

0．019

0．027

（2）

（3）

（1）

1．7

1．3

L8

次いでバターは少量しか食しなかったにも拘らず6．6

ccを分泌し，米飯は4．8ccで最も少ない．最大値を

示す時間は米飯が1，2時間目で最も早く，牛赤平が

3時間目でこれに次ぎ，バターは5時下目で最も遅

い．pH値は分泌量の最も多い牛赤肉が7．99で最も

上昇し，次いで米飯7．96，バターは7．88で最も低

い．投与前の値と最高値との差を見ると米飯は0．30

で最も上昇し，バターは0．23でこれに次ぎ，牛赤肉

は0．14で最も少ない．ビリルビン量はその百分率に

おいて分泌：量の増加に反比例して減少し，分泌量の

最：も少ない米飯が0．0359／d1で最も多く，バターは

0・0279／dlでこれに次ぎ，牛赤肉は0．0199／dlで最

も少ない．最小値を示す時間はバター1時間目，米飯

は2時間目，野営肉は3時頃目で最：も遅い．その絶対

量はバターが1．8mgで最も多く，米飯1．7mgでこ

れに次ぎ，牛赤肉は1．3mgで最も少ない．

　以上の成績から胆汁のpH値は各食餌の摂取により

何れも空腹時に比して著しく上昇し，所謂酸性食餌は

アルカリ食餌に比して胆汁のpHが低下する傾向は見

られず，又各食餌の種類によるpH値の変化は僅少で

カロリー同一食餌及び大量投与においても著しい相違

は認められない．即ち胆汁のp：H値は各食餌の摂取に

よりほぼ分泌量の増加に比例し，ビリルビン濃度の減

少に反比例して上昇する．

V．結

　Schwann氏恒久性胆嚢三品を用い各種の食餌を投

与し，カロリーを同一にした場合，大量投与の場合に

つき，胆汁のpH値と分泌量，ビリルビン量との関係

を検査し次の結果を得た．

　1．少量投与カロリーを同一にした場合

　胆汁の毎時分泌量は牛赤肉7．7ccで最も多く，パン

5．4ccでこれに次ぎ，牛乳5．3cc，混合食5．1cc，バタ

ーは4．5ccで最も少ない．胆汁のpH：値はほぼ分泌

量の増加に比例して上昇し，混合食8．00で最も高

く，牛乳7．93でこれに次ぎ，牛丁丁7．91，パンフ．

語

88，バター7．81で最も低い．ビリルビン量はその百

分率においてほぼ分泌量pH値に反比例して減少し，

バター0．0489／dlで最：も多く，パン0．0349／d1でこ

れに次ぎ，混合食0．0299／d1，牛乳0．0249／dl，二三

肉0．0229／d1で最も少ない．その絶対量はバター

2．Omgで最も多く，パン，牛赤肉1．7mgでこれに

次ぎ，牛乳1．3mg混合食1．2mgである．

　2．大量連続投与の場合

　胆汁の毎時分泌量は牛赤肉7．2ccで最も多く，バ

ター6．6ccでこれに次ぎ，米飯4・8ccで最も少ない．
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　胆汁のpH値はほぼ分泌量の増加に比例して上昇

し，牛赤鼠7．99で最も高く，米飯7・96でこれに次

ぎ，バターは7．88で最も低い．ビリルビン量はその

百分率において分泌量pH値に反比例して減少し牛赤

肉0．0199／d1で最も少なく，バター0・0279／dlでこ

れに次ぎ米飯。．0359／dlで最も多い．その絶対量は

バター1．8mgで最も多く，米飯1．7mgでこれに次

ぎ，牛上肉1．3mgで最：も少ない．

　即ち胆汁のp：H値は食餌の摂取により何れも空腹時

に比して著しく上昇し，ほぼ分泌量の増加に比例し，

ビリルビン量の百分率の減少に反比例して変化する．

又食餌の種類によろ著しい相違は認められない．

第3編　胃腔内に注入せる重曹液及び稀塩酸の

　　　　　　　胆汁pH及ぼすに影響

1．緒

　私は第2編において食餌の種類による胆汁のpHと

分泌量，ビリルビン量との関係を測定したが，更に

酸，アルカリを大量胃腔内に注入すろと胆汁のpHに

如何なる変化を及ぼすであろうか．これを文献につ

いて見ると，岡田81）は0．4％塩酸200ccを犬の胃腔

内に注入すると，胆汁分泌の著明な増加は認めたが

何ら胆汁pHの移動を認めなかったとし，　Carnot＆

Gruzewoka　20）は10／N塩酸150ccを犬の胃腔内に注

入したが，胆汁のpHには殆んど変化がないと報告

し，これに反福田33）は10／Nの硫酸又は苛性ソーダ

溶液を腸間膜静脈或いは十二指腸内に注入した後にお

ける肝胆汁のpH値は一過性に夫女低下或いは上昇す

るとし，胆汁の酸塩基平衡に対する意義：ま酸又は塩基

の体内或いは肝臓に及ぼす急激なる負荷を一時的に軽

減するのに役立つという．菱川41）は家兎に種々なろ

濃度の塩酸及び塩基を十二指腸内，門脈内に注入する

と，その濃度が一程度の範囲内にある時は酸の一定濃

度は肝胆汁のpHをアルカリの方向へ移動せしめ，又

塩基の一定濃度は胆汁のpHを酸性の方向へ移動せし

めんとし，一定濃度以上に達する時は肝胆汁のpHは

夫々酸，アルカリの方向へ移動する．これは過剰な酸

及び塩基を胆汁内に排出せんとする肝臓の作用に他な

らないとし，Reinhold＆Wilson　g6）も各種塩類を胆

管痩犬の静脈内に注射した前後における胆汁組成の比

書

較を試み，大量の塩酸注射により肝胆汁のpH値は下

降するが，炭酸ソーダ液注射後における胆汁反応の変

化は僅少であるといい，金局も一定量の塩酸又は苛

性ソーダ溶液を家兎耳静脈に注射して観察した結果，

その肝胆汁のpH値は軽度であろが減少又は増加する

ことを確かめた．次に水分摂取と胆汁分泌との関係を

見ると，Bidder＆Schmidt　14）は動物の空腹時に200

～300ccの水を与えた所，1時間以内に種～％量の

分泌増加を見た，Prouost＆Binet　93）は200ccの給

水により30分程度の増加を認め，Arnold　15），　Nasse76）

等は1時間以内に増加するを認め，Ignatowski＆

Monossohn　44）は患者で水分摂取と胆汁分泌量とは正

比例するの；を認め，Stadelmann　lo6），　Specht　l。3），

Barb6ra　12）等は液体給与：ま胆汁分泌には影響しないと

いう．重曹液について岡田は僅かに分泌を促すか，又は

全く分泌促進には作用しないという．次に塩酸につい

てHeidenheim　39）等は分泌量の増大せることを認め

Rost　99）等は極めて少量であるとし，これに反して

BrUnd　15），　Klodonizki　51）等はその作用を全く否定し

ている．ビリルビン：量との関係を見ると，北脇は常水

を投与せる場合その百分率，絶対量共に空腹時におけ

るよりも僅かに多いと述べているが，酸，塩基投与の

場合には文献を渉猟せるも記載がない．

∬．実験動物及び実験方法

　第1編及び第2編に記載した．胃腔内注入は胃管カ

テーテルを賑う．塩酸は0．3，0．6，及び0．8％を使

用し，重曹は1及び3％溶液を使用す．
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　　　　　　　　　　　　　　　　皿．実験成績

1・常水及び重曹液各300cc胃腔内注入による胆汁　　のpH：と分泌量及びビリルビン軍に及ぼす影響

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　40　表

第17号犬
♀　7．2kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．2

L4
0．9

0．7

1時間分泌量

4．2

pH

7．45

7．41

7．31

7．26

ビリルビン量
百分率・／dll絶対量m・

0．100
0．077
0．065

0．058

3．1

1％重曹液　300cc胃腔内注入

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～i35
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

0．9

0．7

0．7

0．6

0．7

0．5

0．5

0．9

1．0

0．8
1．1

1。0

0．7

0．5

0．6

0．7

2．9

2．6

3．9

2．5

7．19

7．36

7．32

7．43

7．22

7．22

7．19

7。22

7．74

7．64

7．65

7．43

7．31

7．28

7．43

7．22

0．056

0。063
0．074

0．100

0．117

0．095

0．120
0．110

0．064

0．082

0．067
0．067

0．065

0．125
0．125

0．127

2．1

2．8

2．7

2．7

最大値
最小値

1．1

0．5

7．74

7．19

0．127

0．056

2．8

2．1

平均値 0．6 17・361…91 2．5

第　　41　表

第18号犬
δ　6．8kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

0．8
0．5

1．0

0．9

1時間分泌量

3．2

pH

7．39

7．37

7．49

7．45

ビリルビン量
醗率・／d1「絶腺m・
0．054
0．049
0．058

0．058

1．7

1％重曹液300cc胃腔内注入

0～i5
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

1．1

0．5

0．5

0．5

0．6

0．6

0．6

0．5

2．6

2。2

0．5

0．4

0．5

0．5

1．9

0．6

0．9

0．5

0．6

2．6

7．84

7．44

7．63

7．22

7．頭

7．37

7．29

7．32

ゲ36
7．43

7．31

7．27

7．22

7．34

7．27
7．31

0．050
0．048
0．052
0．056

0．084

0．090
0．049
0．070

0．080
0．078
0．082

0．070

0．064

0．062
0．052

0．055

1．3

1．6

1．4

7．84

7．21

1．5

最大値
最小値

1．1

0．4
0．090
0．048

1．6

1．3

平均値 0．5 17・361…56 1．4
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第　　42　表

陳19号犬
δ　　9．6kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

0．9

0．6

0．8

0．9

1時間分泌量

3．2

pH

7．50

7．59

7．28

7．57

ビリルビン量
百分率・／dll絶対量m・

0．042

0．037

0．040
0．042

1．2

3％重曹液300cc胃腔内注入

0～15
i5～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

0．6

0．6

0．8

0．7

L3
0．5

0．6

0．8

0．4

0。7

0。8

1’4

1．0

0．6

0．8

0．7

2．7

3．2

3．3

3．1

7．59

7．78

7．87

8．23

7．71

7．65

8．08

7．94

7．92

7．82

7。55

7．37

7．68

8．14

7．94

7．25

0．037
0．039
0．024

0。037

0．024
0．035

0．037
0．032

0．036

0．039
0．041

0．039

0．030

0．033

0．030

0。032

0．9

1．0

1．2

0．9

最大値
最小値

1．4

0．4

8．23

7．25

0．041

0．024

1．2

0．9

平均値 0．7 17・77［ 0．034 1．0

第　　43　表

第20号犬
♀　　7．6kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

0．5

0．4

0．2

0．6

1時間分泌量

1．7

pH

7．68

7．76

7．84

7．67

ビリルビン量：

百分率・／dll絶対量m・

0．020
0．023

0．034
0．045

1．7

3％重曹液300cc胃腔内注入

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
2io～225
225～240

最大値
最小値

0．7

0．8

1．0

0．5

0．5

0．4

0．5

0．3

0．4

0．3

0．6

0．5

0．3

0．5

0．3

0．6

3．0

1。7

1．8

1．7

7．50

7．83

8．02

7．95

7．78

8毒02

7．57

7．62

7．54

7．92

7．50

7．52

7．83

7．66

8．04

7．28

8．04

7．28

0．043

0．048
0．046

0．042

0．055
0．068

0．069
0．075

0．074

0．080

0。072

0．074

0．068

0．042

0．066

0．036
0二〇75

0．042

3．0

1．7

1．8

1．0

0．3

1．7

3．0

1．7

平均値 0。5 7・721 0．062 2．0

1．重曹液300ccを胃腔内に注入せる場合

1％及び3％重曹液300cc各を胃腔内に注入し得た

実験成績は第40，41，42及び43表の如し．

【273】



1208 神 野

1％及び3％の夫々の毎時平均値は次の第44，45 表及び第13，14図の如し．

第44表 第　45　表

時剛注揃111213141平均値
分泌量13・7［2・82・412・92・5｝2・6

・H17・38i7・4217・2517・4717・・g17・36

ビリ

ノレン

ビ量

・／dll…64；…621…91；…73；…84【…78

無量12・a11・612・1剛2・112・・

時無肉細111213i41平均値
分泌量12・42・82・42・5i2・4i2・5

・H17・6817・84｛7・7gi7・6417・7217・74

彫・／dl　l…35；…39；…4gl…561…42・・048

ビ量1鱗量ρ・81・111・・1・2・・9【1・1

第13図

1嘲

謡↓

　1001080

1％重曹液300cc胃腔内注入

909　7，9

808　78

707　フ，7

606　76

505　フ．5

40　4　74

50　3　75

202　72

10　1　71

7，0

、

　　　　p　H一
　　　翁　泌　還・＿
ビリルビン量鵡9’dl＿＿一

　　　，へ

　　／＼、，／

　　ノ　　　　、　！
　　，　　　　　　〉

　　’

　’
、㍉ノ

＼

＼　　　／h＼
　鴨＼1’　　　　　＼

1　　2　　3　　4時間

第14図　3％重曹液300cc胃腔内注入

量

数

蹴↓
1001080

909　79

808　7．8

70　7　7．7

606　76

505　ア5

404　74

50δ　7．3

202　7．2

10　1　7．1

7，0

ノ

　　　　p　H　一聯
　　　分泌量噂昌…
ビリルビン量mg／dl一一一

ノ
！

ノ

！

ノ

〆

　ノ」レ、
！　　　、
！　　　　　　、

／1

、

、

、

、

　　ヒ／　’＼り．，一・＿．．

1　　2　　3　　4時聞

　即ち1％重曹液注入の場合には分泌量は注入後次第

に減少し，毎時平均値において2時間目に最低値2．4

ccを示し，注入前の値と比較すると1．3cc減少し，

4時間毎時平均値は2．6ccで注入前の値より1．1cc

減少す．pH値はほぼ分泌量の減少に此例して低下

し，毎時平均値において2時間目に最低値7．25で注

入前の値より0．13低下するが以後一時上昇し，4時

間毎時平均値は7．36で僅かな低下を示したのみで殆

んど変化は認められない．ビリルビン量は分泌量pH

にほぼ反比例して噌加し，毎時平均値において2時間

目に最高値0．091g／d1に達す．4時間毎時平均値は

0．0789／d1で注入前より0．0149／dl増加す，その絶

対量は注入後一時減少し，毎時平均値ではi時間値

1．6mgで注入前より0．7mg減少するが以後恢復し

同一量を分泌す～4時間毎時平均値は2．Omgで注入

前より0．3mg減少す．次に3％重曹液注入の場合に

は分泌量は注入後毎時平均値において1時間目に2・8

ccを分泌し，注入前の値に比し0．4cc増加したのみ

で以後注入前の値とほぼ同一量を分泌し，4時間毎時

平均値は2．5ccで注入前の値と変らない．　pH値は分
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胆汁のpHに及ぼす諸種条件による実験的研究 1209

泌量の僅か増加した1時間目に最高値7・84を示し，

注入前の値より僅か0．16上昇したに過ぎない．以後

次第に下降し4時間毎時平均値は7．74で0．06上昇

し殆んど変化はない．ビリルビン量はその百分率にお

いて軽度の増加を認め，毎時平均値において3時十目

に最高値0・0569／dlで注入前の値にして0．oH9／dl

増加し，4時間毎時平均値において注入前より0．013

9／d1増加した．その絶対量は0．9～1．2mgとほぼ同

一量を分泌し，4時間毎時平均値は1．1mgで注入前

の値より0・3mg増加し殆んど変化はない．即ち1％

及び3％重曹液300ccを胃腔内に注入すると，分泌量

は著しい変化が見られず却って1％の場合には軽度の

減少を示し，pH値も1％及び3％の何れも著しい変

化は認められない．ビリルビン量はその百分率におい

て1％及び3％の両者共僅かに増加し，その絶対量も

何れも著しい変化は認められない．

　2．噴水300ccを胃腔内に注入せる場合

　常水は水道水を使用し，そのpHは7．2前後を示し

た．実験成績は次の第46，47表の如し．

第　　46　表

第15号犬
3　　7．8kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．6

1．3

1．5

1．4

1時間分泌量

5．8

plI

7．62

7．66

7．80

7．84

ビリルビン量
一説・／dll鮒量m・
0．040
0．036

0．034

0．039

2．1

常水300cc胃腔内注入

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

1．7

1．2

2．4

1。8

1．9

1．8

0．9

2．0

1．8

ユ．7

1．3

1．1

1．3

1．8

i．5

0．6

7．1

6．6

5．9

5．3

7．71

7．89

7．89
7．94

8．11

7．70

8．11

8．14

7．70

7．72

7．72

7．37

7．97・

7．77

7．60

7．86

0．637

0．029
0．021

0．018

0．030
0．033
0．034

0．026

1．8

1．9

0．028
0．031

0．024
0．039

1．7

0．035

0．036

0．042
0．040

2．0

最：大値
最：小値

2．4

0．6

8．14

7．37
0．042
0．018

2．O

i．7

平均値 1．5 17・82i…32 1。9

第　　47　表

第16号犬
3　　8．3kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．9

1．8

1．6

1．4

1時間分泌量

6．7

pH

7．81

7．73

7．42

7．59

ビリルビン量
百分率・／d1陣対量m・

0．022
0．023
0．021

0．022

L4

魚水300cc胃腔内注入

0～15
15～30
30～45
45～60

0。8

2．4

2．2

1．7

7．1

7．83

7．71

8．05

8．01

0．031

0．034
0．0ユ9

0．018

2．3
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60～75
75～90
90～io5
105～120
120～135
135～150
150～i65
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

1．1

1．0

0．7

1．5

1．0

0．7

0．6

0．8

0．6

0．9

0．2

1．2

4．3

3．1

2．9

7．94

7．92

7．67

7．75

7．90

7．87

7．70

7．79

7．50

7．56

7．30

7．43

0．020
0．029

0．032

0．038

0．024

0．037
0．040

0．040

1．2

1．0

0．045
0．056

0．047

1．4

最大値
最小値

2．4

0．2

8．05

7．30
0．056

0．018

2．3

1．0

平均値 1．0 17・741 0．034 1．4

第48表
聴罪三揃11i213i41平均値
分泌量｝6・217・1！5・4［4・5【4・115・4

・H17・68i7・9・i7・91レ・72［7・6417・78

ビリ

ノレン

ビ量

・／dl　l…2gl…2gb・・2gl…321…431…33

鱗量11・712・・【1・511・411・7i1・6

　毎時平均値を求めると，第48表及び第15図の如し．

　即ち分泌量は15～30分後より軽度増加し，毎時平

均値では1時間値7．1ccで0．9cc増加しているが2

時間値では却って減少し，4時間毎時平均値では5．4

ccで注入前の値に比して軽度減少す．　pH値は分泌量

の増加にほぼ比例して上昇し，2時間値は7．96で注

入前の値と比して0．23上昇す．分泌量の減少と共に

pH：値も次第に低下し4時間平均値は7・78で注入前

の値と比較すると軽度上昇す．ビリルビン量はその百

分率において分泌量の増加が軽度なるためか注入前の

値と比し最初の1，2時間値に変化は見られないが，

分泌量の減少pH値の低下に反比例して3時間目より

増加している．4時聞毎時平均0．0339／dlで注入前

の値より軽度増加す．その絶対量は分泌量の軽度増加

せる1時間値に僅かの増加が見られるのみで注入前の

第15四
悪

曼嘔

拳＝
・転1
1001080

909　79

808　7．8

707　77

606　7．6

505　7．5

404　74

505　フ．5

202　フ．2

歪C　1　71

常水300cc胃腔内注入

／へ

／　　　＼

。，鐙二
ビリ’レビン蜜mg／dl　一一＿

＼

＼
＼、

＼・＼

　　メ
　！／

　　　　　　，ノ
ー一一ゆ騨一一r1

　　　　　　70
　　　　　　　　　　1　　2　　3　　4時間
値と著しい変化は認められない．

　2．塩酸300ccを胃腔内に注入せる場合0・3，0・6

及び0．8％塩酸300ccを胃腔内に注入し，次の第49・

50，51，52，53及び54表の如き成績を得た．

第　　49　表

第23号犬
♀　　6．8kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

0．5

1．8

1．7

0．8

1時間分泌量

4．8

pH

7．90

7．55
7．53

7．85

ビリルビン量
百分率・／d1陣腿m・
0．023
0．024

0．029
0．023

1．1
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0．3％塩酸300cc胃腔内注入

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～i65
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

最大値
最小値
平均値

0．2

2．9

3．0

3．4

3．9

1．9

1．5　　・

1．0

0．8

1．1

1．0

1．2

1．2

1．3

L3
1．5

1 3．9

0．2

1．7

9．5

8．3

4．1

4．3

8。23

7．88

8．18

8．14

8．18

8．00

7．39

7．41

7．46

7．13

7．14

7．48

7．65

7．41

7．41

7．35

8．23

7．13

7．77

0．023
0．021

0．015
0．012

0．007
0．021

0．028

0．030

0．034

0．036
0．042

0．038

0。030
0．028

0．030
0．034

0．042
0．007

0．026

1．6

1．7

1．5

1．5

　L7
・1。6

1．5

第　　50　表

第24号犬
♀　　8．5kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎i5分分泌量

1．4

1．6

0．5

0．2

1時間分泌量

3．7

pH

7．49

7．54

7．80

7．80

ビリルビン量
百分率9／d1

0．025
0．034
0．044

0．048

絶対量mg

1．3

0．3％塩酸300cc胃腔内注入

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

最大値
最小値

2
平均値

1．5

3．0

2．0

2．9

1。7

1．2

0．4

0．8

1．2

L3
0．2

0．6

0．8

0．2

0．6

i．2

3．0

0。2
1

1．2

9．4

4．1

3．3

2．8

7．96

8．11

8．08

8．09

8．17

7．97

8．25

7．96

7．74

7．91

7．64

7．94

7．74

7．80

7．79

7．45

0．050
0。023
0．018

0．017

0。018
0．031

0．036

0．043

0．053
0．048

0．072

0．075

0．076

0．084

1：矧 0．084

0．017

7・9一 0．044

2．5

1．3

1．8

2．1

2．5

1．3

2．1
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第　5i　二

十52号犬
♂　10．1kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．3

1．2

1．5

LO

1時間分泌量

5．0

pH

7．94

7．93

7．79

7．79

ビリルビン量

百分率9／dI

0．050
0．052
0．043
0．044

絶対量mg

2．3

0．6％塩酸300cc胃腔内注入

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

最大値
：最小値

平均値

1．8

5．9

5，8

3．2

1．4

1．1

0．9

1．3

0。8

1．O

L2
0．6

1．3

1．3

0．9

0．8

5．9

0．6

1．8

16．7

4．7

3．6

4．3

7．98

8．20

8．16

8．20

8．09

7．92

7．82

7．81

7．89
7．46

7．49

7．26

7．48

7．84

7．80

7．68

8。20
7．04

7．67

0．042
0．018
0．013
0．OI5

0．013
0．033
0．048
0．050

0．049
0．040
0．052
0．062

0．063
0．056
0．044
0．048

0．063
0．013

0．040

3．6

1．6

1．8

2．2

3．6

L6
2．9

第　　52　表

第26号犬
♂　12．Okg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．1

1。6

L1
1．7

1時間分泌量

5．5

pH

7．27

7．22
7．22

7．40

ビリルビン量

百分率g！d1

0．020
0．022
0。030
0．032

絶対量mg

1．4

0．6％塩酸300cc胃腔内注入

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240
最：大値

最小値

平均値

1．7

2．5

4．5

3．5

2．4

1．4

0．8

0．8

1．2

1．0

1．1

0．6

0．4

1．3

0．9

LO
4．5

0．6

1．5

12．2

5．4

3．9

3．6

7．32

8。10

8．08

8．06

7．86

7．84

7．98

7．86

7．70

7．86

7．86

7．96

7．67

7．62

7．54

7．40

8。ユ0

7．32

7．76

0．036

0．q30
0．014
0．014

0．013

0．022
0．028
0．044

0．038
0．033
0．046
0．051

0．054
0．060
0．061

0．065

0．065
0．013

0．037

2．8

1．4

1．6

2．1

2．8

1．4

2．2
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第　　53　表

第27号犬
♀　　9．6kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎i5分分泌量 1時間分泌量

0。6

0．5

0．4

0．9

2．4

pH

7．05
・7．26

7．21

7．43

ビリルビン量：

百分率9／dI 絶対量mg
0．045
0。061

0．061

0．070

1．4

0．8％塩酸300cc胃腔内注入

　0～・15

15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180

　180～195
　195～210
　210～225
　225～240

　最大値
．最小値
平均値

2．4

4．5

3．0

3．3

3．0

1．4

1．8

1．6

1．1

0．6

0．4

0．6

0．4

0．4

0．6

0．6

4τ5

0．4

1．5

13．2

7．8

2．7

1．6

7τ9τ

8．27

8．20

8．OI

7；83｝

7．80
7．75

8．01

7．57

7．52

7．75

7．66

7’49

7．12

7．49

7．75

8．27

7．12

0．037
0．022
0．011

0．012
－0「＝σ12

0．016

0．022
0．025

0．030
0．033
0．040
0．058

0．060
0．062

0．052
0．063

正067
0．01i

7．75 0．035

2．6

1．4

LO

0．9

－2コ6

0．9

1．4

第　　54　表

第28号犬
♀　10．5kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．0

1．0

1．3

1．3

1時間分泌量

4．6

pH

7．47

7．77

7．68

7．70

ビリルビン量

百分率9／d1 1
0．048

0．046

0．052

0．043

絶対量mg

2．1

0．8％塩酸300cc胃腔内注入

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

最大値
：最小値

平均値

0．7

3．0

4．7

2．7

2．5

1．2

2．0

1．4

LO
1．4

1．1

1．0

0．8

1．4

1．3

0．3

4．7

0．3

1．6

11．1

7．1

4．5

3．8

7．94

8．23

8．14

8．14

7．94

8．08

8．04

8．14

8．23

7．87

7．96

7．94

7τ98

7．87

7．86

8．08

8．23

7．87

0．044

0．030
0．015
0．013

0。016

0．024
0．031

0．031

0．045

0．050

0．049

0．050

0．045

0．036
0．051

0．044

0．051

0．013

2．7

1．7

2．1

1．6

2．7

1．6

8・・2’ P 0．035 2’2

【279】



1214 神 野

　以上の成績を得た．0．3，0．6及び0．8％塩酸300cc

胃腔内注入の夫々の毎時平均値は次の第55，56，57

表及び第16，17，18図の如し．

第　55表

時間1注剣■21314陣値
’二二i4・29・4：6・2｝3・714・・15・8

・H17・6718・・817・9117・54i7・57レ・84

・／dl！…3・；…22；…261…47：…541…35

第57表

時細注嗣112回4陣値
分泌量13・5i12・117・4｝3・6i2・7t6・4

ビリ

ノレン

ビ量璽磨11・212・・i1・511・6！・8i1・8

第16図

　悪

　ヨ
　費姻

　ヨ漁
奮器↓

　　　8，1

0．3％塩：酸300cc胃腔内注入

pH 17・44；8・1・i7卿・8117・7・レ・87

ビリ

ノレン

ビ量

・／dl｝…53：…221…2・；…44t…52…35

撃11・712・611・511・5【1・411・7

第17図

1晒

謡↓
　　158．5

0．6％塩酸300cc胃腔内注入

1001080

909　79

808　7．8

ア07　77

606　76

，。5，ぎ

40　4　74

505　7，3

202　72

101　71

70

ア

1

八

！＼

！

1
1

＼

＼

＼

＼

＼

！

　　　／
＼　／
・／
y
！レ！！

　　　　ノ
＼　　　ノ
　＼》ノ’

　　　　　　pH一
　　　　分　泌　量’一．
　　ビりルビン量mg／d1一一・

1　　2　　3　　4時間

1484

158．ろ

128．2

118．1

10010　8，0

909　7．9

808　7．8

70　7　7．7

606　76

505　7．5

404　1．4

第　56表

時間1注剣1i21314平均値
分泌剴5・2114・45・・3・73・916・7

・H17・568・・1i7・9117・6817・6217・8・

彫
ビ量1畷量11・813・1i1・5i1・712・112・1

503　7．5

・／d11…36：…22 1…31i…461・・C561…38

202　7．2

10　1　7．1

7。0

　　　　　　　p　H｝
　　　　　分、泌　橘　一
　　Aビ耽ン量m・／d塵…

　ll

　／l

　h
　ノ

　ノ

！

1
1
1　1
　　　　、

　　　　1　　　／

　　　　t　　／
　　　　＼　／
　　　　　×
　　　　　　＼r〆ρ’　　　　！！

＼　　　／
　　　！　＼　　　！
　＼　！

　ゾ

1　　2　　3　　4時間

　以上の実験成績より0．3，0．6及び0．8％塩酸300

ccを胃腔内に注入すると，胆汁の分泌量は注入直後

～15分後より急激に増加し1時間間に最高値に達し，

0．8％が12．1cc，0．6％14．4cc，0．3％9．4ccで何れ

も著しく増加し1～2時間後より急激に減少する．注

入前の値と4時間毎時平均値とを比較すると0．8％
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第18図
ミ

1嘱

課↓
　158．3

1282

1181

10010　8，0

909　7．9

808　7．8

707　77

606　76

505　75

40　4　74

503　75

202　72

101　7．璽

7．0

0．8％塩酸300cc胃腔内注入

　　　　　p　H一
　　　分　泌　量・一・
ビリルビン量mg／d1一一．

　　八

　　ハ

　∫

　ll
l！
　　　、

　　　　、

　　　　、
　　　　、

　　　　　＼

　　　　　＼

　　　　　　＼　　’
　　　　　　し　　　　　　　ノ

ヘ　ゾ
　、　　　　　　　，＼．
　、　　　　　　ノ　　＼
　ヘ　　　　　　　　　　　　サ
　、1　　　　／　　　　＼・

　　L、㍉ノ1

　　　　　　　　　　1　　2　　3　　’4時間

2・9cc・0・6％1・5cc・0・3％L6cc何れも増加す・pH

値は分泌量の増加にほぼ比例して注入直後～15分後よ

り急激に上昇し，分泌量の最も増加した1時間目に最

高値に達し，0．8％8．10，0．6％8．01，0．3％8．08で

注入前の値と比較すると，0．8％が0．66上昇して最

も高く，0．6％0．45次いで0．3％．0．41上昇し分泌量

におけるよりも恢復は遅く多くは3時間後より下降す

る．4時間毎時平均値では0．8％が7．87，0．6％7．8

0，0．3％7．84で注入前の値と比較すると0・8％が

0．47上昇し，0。6％0．24，次いで0．3％0。17で最

も少ない．ビリルビン量はその百分率においてほぼ分

泌量の増加に反比例して減少し，分泌量の最高値を示

した1時間目に多くは最小値を示した．即ち0．6％，

0．3％共に0．0229／d1，0．8％が最も少なく2時間目に

0．020g／d1を示した．分泌量の減少と共にビリルビン

濃度は増加する．4時間毎時平均値では0．8％，0．3％

が0．0359／d1，0．6％が0．0389／d1である．その絶対

量は分泌量の急激に増加した1時間目に0．8％2．6

mg，0．6％3．1mg，0．3％2．Omgと一時著しく増加

し，2時間以後分泌量の減少と共に却って軽度の減少

を示した．4時間毎時平均値は0．8％L71ng，0．6％

2．1mg，0，3％1．8mgで注入前の値と比較すると0．8

％は同一の値を示し，0．6％0．3mg，0．3％0．6mgと

軽度の増加を示した．

　以上の成績より0．3，0．6及び0．8％塩酸300cc

の胃腔内注入により胆汁のpH値は1時間目に著しく

上昇し，分泌量の著しい増加，ビリルビン量の百分率

の減少，絶対量の一時的増加を来し，重曹液，二水に

おけるよりも変化が著しくしかも食餌投与に比し一過

性である．

w．考

　酸及び塩基の胃腔内注入の文献少なく，Carnot，岡

田は塩酸を犬の胃腔内に注入したが，何ら胆汁のpH

に変化を示さないと述べた以外塩基注入の胆汁pHに

及ぼす影響に関する文献を見ない．又菱川41）は家兎

の十二指腸内及び門脈内に種々な濃度の塩酸及び塩基

を注入し，酸の一定濃度は胆汁のpHをアルカリの方

向へ移動せしあ，塩基の一定濃度は胆汁のpHを酸性

の方向へ移動せしめんとし，一定濃度以上に達する時

は肝胆汁pHは夫々酸，アルカリの方向へ移動する．

これは過剰な酸及び塩基を胆汁内に排出せんとする肝

臓の作用に他ならないとし，所謂陽性並びに陰性期の

法則即ち胆汁のH’の減少は肝臓の至適興奮を示し，

H’の増加は至適興奮ではないとしている．私の成績

按

を総括すると次の第58表，第19図の如し．

　次に各例の平均値を列記すると第59表の如し．

　第58，59表及び第19図に示す如く，注入後胆汁の

pH値の最高に達する時間は多く注入後1時間目で塩

酸は重曹液及び下水よりも著しく上昇し，0．8％塩酸

が8．10，0．6％塩酸8．01，0．3％塩酸8．08でこれに

対し常水7．96，3％重曹液7．84，1％重曹液7．42で

塩酸の注入に比して低い．これと注入前の値と比較す

ると0．8％塩酸が0．66上昇して最も高く，次いで

0．6％塩酸0．45，0．3％塩酸0．41，常水0．39，3％重

曹液0．16，1％重曹液0．04で最も少ない．4時間平

均値では0．8％塩酸が7．87，0．6％塩酸7．80，0．3％

塩酸7．84，野水7．78，3％重曹液7．74，1％重曹液
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第　　58　表

比容注入前11劇2劇3劇4時間1平均祠
1％重曹液

3％重曹液

常　　　水

0．3％塩酸

0．6％塩酸

0．8％塩酸

7．38

7．68

7．68

7．67

7．56

7．44

7．42

7．84

7．87

8．08

8．01

8．10

7．25i7．47

7．79

7．91

7．91

7．91

7．94

7．64

7．72

7．54

7．68

7．81

7。29

7．72

7．64

7．57

7．63

7．70

7．36

7．74

7．78

7．84

7．80

7．87

第　　59　表

1％重曹液
3％重曹液
常　　　　　水

0．3％塩　　酸

0．6％塩　　酸

0．8％塩　　酸

1時間分泌量

2．6

2．5

5．4

5．8

6．7

6．4

pH　（注入前の値）

7．36

7．74

7．78

7．84

7．80

7。87

（7．38）

（7．68）

（7．68）

（7．67）

（7．56）

（7．44）

ビリルビン：量

百分率・／dl　1緯橿m・

0．078

0．048

0．033

0．035

0．038

0．035

2．0

1．1

L6
L8
2．1

1．7

8．1

8，0

7．9

7．8

7。7

7．6

75

74

7．5

72

7．1

70

第19図

1　　、レ1：鑛
！

1％重曹液

1　2　　3　　4時間

7．36で，この値と注入前の値とを比較すると0．8％

塩酸0．47上昇して最も高く，次いで0．6％塩酸0．2

4，0．3％塩：酸0．17，常水0，10，3％重曹液0．06，1％

重曹液は却って0．02減少し注入前の値と変らない．

以上の成績の如く常水，1％及び3％重曹液の胃腔内

注入では何れも塩酸に比して上昇の度が低く，特に重

曹液の場合には大した変化を与えない．これに反して

0．3％，0．6％，及び0。8％塩酸の注入では何れもpH

値は著しく上昇し菱川の説と一致せず，これは菱川の

実験が十二三指腸腔内，門脈内に注入したことによる

と思われる．次に分泌量との関係を見ると，4時間毎

時平均値では0．8％塩酸6．4cc，0．6％塩酸6．7cc，0．

3％塩酸は5．8ccで何れも増加し，これに反して常水

5．4cc，　i％重曹液2，6cc，3％重曹液2・5ccで注入前

の値と変らないか又は減少す．教室の門馬72）は酸及

び塩基の胃液分泌に及ぼす影響について1％及び3％

重曹液の胃腔内注入により胃液分泌を促進し，0．3％

以下の濃度の塩酸は僅少促進或いは抑制し，0．6％以

上の濃度の塩酸は著明に胃液分泌を抑制すると述べて

いるが，これを私の成績と比較すると，重曹液が胃腔

内に注入されると胃液分泌を促進し胆汁分泌には大し

た影響を与えないが，塩酸の胃腔内注入は胃液分泌を

抑制し，胆汁分泌を著しく促進することになり生体の

酸塩基平衡の一端を知り得た．ビリルビン量はその百

分率においてほぼ分泌量の増加に反比例して変化し，

注入後1％，3％重曹液庭水は軽度増加するが，塩硫

の場合は何れも減少し分泌量の減少と共に増加す．従
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つて4時間毎時平均値は1％重曹液0．078g／d1，3％

重曹液0．0489／d1，二水0・0339／d1，0・3％塩酸0．035

9／d1，0．6％塩酸。．0389／dl，　o・8％塩酸。．0359／dlで

注入前の値と比し著しい変化は認められない．その絶

対量は1％及び3％重曹液二水では著しい変化なく，

塩酸の場合には何れも分泌量の急増と共に一時増加す

るが，4時間毎時平均値では1％重曹液2．Omg，3％

重曹液1．img，三水1．6mg，0．3％塩酸1・8mg，0・6

％塩酸2．1mg，0．8％塩酸L7mgで注入前の値と比

して著しい変化はない．以上の結果より酸の一定濃度

は肝臓に対して至適興奮を与え，従って肝臓の機能不

全の療法として稀塩酸を与えよい結果を得ることが想

像される．

V．結

　Schwann氏恒久性胆嚢疲造設犬に前日一定の食餌

を与え，24時間絶食後1％及び3％重曹液，0．3，0．6

及び0．8％塩酸300ccを胃腔内に注入し次の結果を

得た．

　1）胆汁のpH値はほぼ分泌量に比例して消長し，

1％及び3％重曹液，常水の胃腔内注内により変化が

ないか又は軽度の上昇を示したに過ぎない，又0．3，

0．6及び0．8％塩酸の注入により何れも1時間目に

pH値は著しく上昇したが，食餌投与の場合に比し一

過性で以後下降する．最高値と注入前の値を比較する

と0．8％塩酸0．66上昇して最も高く，次いで0．6％

塩：酸0．45，0．3％塩塩0．41，常水0．39，3％重曹液

0．16，1％重曹液0．04で最も少ない．

語

　2）胆汁の分泌量は1％及び3％重曹液三水の胃腔

内注入により，大した影響を与えず，これに反して

0．3％，0．6％及び0．8％塩酸の場合には何れも著明に

胆軒分泌を促進するが食餌投与に比して一過性であ

る．

　3）ビリルビン量はその百分率において分泌量にほ

ぼ反比例して変化し，1％及び3％重曹液，常水の胃

腔内注入により軽度増加するが，塩酸の場合は何れも

減少し分泌量の減少と共に増加する．その絶対：量は1

％及び3％重曹液，常水では著しい変化なく，塩酸で

は何れも分泌量の急増と共に一時噌加するが平均値で

は著しい変化はない．

第4編　各種薬液注射及び迷走神経切断の胆汁pHに及ぼす影響

1．緒

　肝臓が植物神経系により支配されていることは疑い

のない事実であるがThies　118），　Wesphal　129）等は植

物神経機能と胆石症の成因との間に密接な関係がある

とし，山内，太田136）は胆石症の患者25例に検査を行

い，植物神経機能の異常殊にその多数例に迷走神経系

の興奮性の充進を認め，更に井上，太田4りはヒヨレ

ステリン石灰石の成因に関する膠質化学的研究を行

い，酸はアルカリに比してヒドロゾルの凝結に対して

著しく強度に作用する事実を認め，太田は諸種の植物

神経毒を用い，又植物神経の一定部位に機械的刺戟を

試みた場合の胆汁の無機成分を系統的に精査してこれ

に一定の変化のあることを明らかにし，植物神経系の

機能異常が胆石の形成に対して一定の原因的関係を有

するものと推論した．多ぐの学者は胆石症患者の胆嚢

言

及び肝胆汁のpHが低いことより，胆石の成因に関

し，植物神経系の機能と胆汁pHの昇降に何らかの原

因的関係を見出さんとした．又Neulauer　75），　Brugsch

恥，安達2），岡村87）等は胆汁酸分泌が植物神経作用

と密接な関係があることを実験的に証明し，又胆汁酸

が副交感神経を興奮させる作用のあることはStade1・

mann　lo5）等により証明されている．更に伊藤47）は胆

汁酸が胆汁のpH調節に大きな関係があるとし，胆汁

p：H値の上昇は胆汁中の胆汁酸の量と平行して現われ

ると述べている．又インシュリンが一般新陳代謝特に

含水炭素の新陳代謝に対して重大な関係を有すること

は周知の事実であり，従ってインシュリンが胆汁に何

らかの影響を有することは容易に想像される．又イン

シュリンとアドレナリンとが各種の機能において相拮
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抗し，インシュリンは迷走神経を興奮せしあることか

ら胆汁のpHも影響を受けK：aratyg圭n＆Hefter　49）

小川83）の報告がある．ヒスタミンが強盛な胃分泌刺

戟剤であることはPopielski　92）以来多数の学者の認

める所で，その作用は直接腺細胞自身の興奮によって

惹起されるものであるが，Alpern　1）はヒスタミンの

注射により著しい胆汁分泌の増加を来したが，アトロ

ピンを注射するとこの作用が抑制されることよりヒス

タミンは迷走神経を刺戟すると考えられるといい，

胆汁のpHも影響を受けCarnot＆Gruzewska　20），

Karatygin＆H：efterの報告がある．私は第1，2，

3編において空腹時．各種食餌投与時，重曹液及び塩

酸の胃腔内による胆汁P：H値の変化を報告したが，更

にアドレナリン，アトロピン，ピロカルピン等の植物

神経毒及び胆汁酸，インシュリン，ヒスタミン等の注

射，更に迷走神経切断により胆汁のpHに如何なる影

響を及ぼすかを知らんと欲し次の測定を行った．

皿．実験動物及び実験方法

第2編に記載した．迷走神経切断はその項に記載 す．

皿．実験成績及び考按

1．塩化アドレナリン

交感神経末梢刺戟剤である0．1％塩酸エピレナミン

2mgを皮下注射し，次の第60，61，62表の如き成

績を得た．

第　　60　表

第15号犬
δ　10．8kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．3

1．1

0．5

0．4

1時間分泌量

3．3

pE

7．40
7．51

7．49

7．42

ビリルビン量
百分率・／d1陣対量m・

0．069

0。070
0．094

0．080

2．5

0・1％塩酸エピレナミン2mg皮注

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180

0．4

0．6

0。3

0．4

0．7

0，3

0．3

0．2

0ヨ
0．3

0．2

0．4

180～195
195～210
210～225
225～240

0．5

0．4

0．3

0．5

1．7

1．5

1．3

1．7

7．47

7．42

7．48

7．38

7．45

7．41

7．63

7．39

7．22

7．20
7．24

7．36

0．097
0．107

0．117

0．123
0．112
0．145

0．100

0．097
0．142

0．127

　7．42
　7．40
1：ll

Il：劉

i7・431

0．097
0．107
0．102
0．110

L8

最大値
最小値

0．7

0，2

1、

1．8

1．5

1．7

0．145

0．097

1．8

1．5

平均値 0．3 0，113 1．7
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第　　61　二

十16号大
δ　14．5kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．3

1．0

1．8

1．2

玉時間分泌量

5．3

pH

7．46

7．53

7．75

7．97

ビリルビン：量

百分率9／d1

0．059
0．063
0．064

0．057

絶対量Ing

3．1

0．1％塩酸エピレナミン2mg皮注

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

最大値
最小値
平均値

1．9

0．6

1．2

0．7

1．3

1．0

1．2

1．4

1．6

1．5

1．3

0．4

1．3

工．1

1．1

1．3

1．9

0．4

1．1

4．7

4．9

3．8

4．8

7碕4
7．54

7。47
7．61

71召0

7．75

7．70

7．86

7．74

7．60

7．72
7．58

7．97

8．16

7．92

7．97

8．16

7．47

7．75

0．059
0．043

0．049
0．056
0「」6も7

0．070
0．066
0．053

0．060

0．055
0．067
0．066

0。066

0．060
0．064

0．058

0．070
0．043

0．059

L9

3．1

2．3

2．9

3．1

1．9

2．5

第　　62　表

第29号犬
♂　9．2kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

0．6

0．4

0．9

0．8

1時間分泌量

2．7

pH

7．45

7．59

7．85

7．79

ビリルビン量

百分率9／d1

0．065

0．070

0，112

0．100

絶対量mg

3．1

0．1％塩酸エピレナミン旧注

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

最大値
最小値
平均値

0．5

0．4

0．4

0．5

0．4

0．4

0．2

0．4

0．3

0．4

0．4

0．5

0．5

0．3

0．7

0。7

0．7

0．2

L8

1．4

1．6

2．2

7．62

7．49

7．57

7．91

7．52

7．74

7．74

7．60

7．47

7．22

7．50

7．23

7．68

7．64

7．67

7．70

！7・91
｛7．22

0．4 7．58

0．100
0．095
0．095

0．100

0，112
0，107

0．090

0．112

0．110

0，132
0．125

0．127

0．102

0，132

0，132
0．088

0．132
0．090

0，103

1．7

i．4

1．9

2。4

2．4

1．4

1．8
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以上の成績を得た．

毎時平均値を求めると次の第63表及び第20図の如
し．

第　63表

時細注測112i3［4【平均値
分泌量13・712・712・612・213・22・6

・H
戟E597・57レ・61レ・427・7117・57

ビビ
リン

ル量

・／dl　1…721…831…961・・1・・1…951…93

撃i2・912・2i2・411・813・・12・4

第20図　0．1％塩酸エピレナミン2mg皮注

　　ミ
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1謝・一繍二
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　　　　　　　　　　　ノ　　　　へ　　　　　　　　　　1　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　〆　　　　　、
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808　78

707　77

606　76

505　75

404　74

303　7．5

202　72’

10　1　71

70

／
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＼

／

／
！

！

／

＼幅・＿　　　　　　／

　　＼　　　噛＼ノ

／

1　　2　　3　　4時間

　Langley　63）は副腎水性溶液を静脈内に注射すると

胆汁分泌量は増加する．，これは胆嚢を収縮させた結果

であるといい，Neula亡ef　75），　Reach　95）は急性総輸胆

管痩家兎を用い，胆汁分泌量は減少し，皮下注射の場

合はその減量は必ずしも著明ではないが，多量を静脈

中に注射するときは，著明な減量を来し，時に全く分

泌を停止す．且つ比重は噌加し乾残渣の百分率も増す

が，その絶対量は増加しない．又Bickel　7）は胆汁流

出を一時停止し又は変化のないことがある．しかも二

次的増加を来さないといい，日下部61）は家兎におい

て，毎砥0・2～0・3ccを耳静脈に注射し始め著しく減

量し，次いで一時的増加を見ることがあるが再び軽度

の減少を続け，凡そ1時間前後持続的増加を示すとい

い，高野119）は家兎において毎分の流出量を計量し，

注射直後の一過性増加次いで著明の減少及び恢復を見

たが，単位時間を15分に延長すれば極めて変化は少な

く一時有機成分の含量は低下した．坂本108）は胆汁分

泌に対する影響は見るべきものがないという．その他

Spechat　lo3），　Dawn＆Eddy　21），安達2），金沢53）は減

少するという．次に胆汁のpHについて桐田55）はア

ドレナリンの注射によりp：H値は低下するとし，

：Karatygin＆HefterもpB：値は低下しインシュリン

と結婚作用を有するという．又Goldschalk＆Pohlo

3｛）は肝臓血液のpH即ち肝静脈及び肝臓組織のpH

値は低下したと述べている．ビリルビン量との関係は

Bmgsch＆H：arsters　9）によると増加するといい，桜

井111）も増加を見たがその単位時間内絶対排出量：は何

れも減少しているとし，坂本はやや増加の傾向を執る

ものが多いが対照に比し著明でなく，生理的動揺の範

囲を出ないという．私の成績では分泌量は注射後軽度

の減少を示し，平均値において3時間目に最低値2．2

ccで注射前の値に比して1．5cc減少す．　pH値は分

泌量の減少にほぼ比例して軽度の低下を示し，平均値

において3時間目に最低値7．42で注射前の値に比し

0．17低下す．ビリルビン量はその百分率において分

泌量の減少に反比例して増加し，：平均値において3時

間目に最高値0．1009／dlで注射前の値に比し0．028

g／dl増加す．その絶対量は分泌量の減少した3時間

目に1．8mgで最小値を示し，注射前の値に比し0，7

mg減少す．

　即ち塩化アドレナリンの2mg皮下注射により胆汁

のpH値は分泌量の減少に比例し，ビリルビン量の百

分率に反比例して3時間目に低下を示した．

　2．硫酸アトロピン

　迷走神経末梢麻痺剤である0．1％硫酸アトロピン

を1mg皮下注射し，次の第64，65表の如き成績を
得た．
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第　　64　表

第17号犬
6　　9．8kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．3

0．6

0．4

0．4

1時間分泌量

2．7

pH

7。46

7．54

7．49

7．47

ビリルビン量
百分率9／dI

0．061

0．064
0．084

0．089

陣対量m・

1．9

　　　　　　　　　　　ヒ0．1％硫酸アトロピン1mg皮注

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

最大値
最小値
平均値

0．5

0．8

0．5

0．6

0．6

0。7

0．6

0．5

0．7

1．0

0．6

1．1

0．9

0．8

0．8

1．1

1．1

0．5

2．4

2．4

3．4

3．6

0．7

7τ67

7．51

7．78

7．33

7＝35

7．22

7．74

7．32

7ヨ6
7．54

7．34
7．94

7．88
7．64

7．83

7．96

7τ96

7．22

7．59

0．081

0．075

0．073

0．078

0．076

0．083
0．076
0．058

0．083
0．086
0．078

0．052

0［058

0．075

0．075
0．065

1．8

1．7

3．5

2．4

0．086

0．052

0．073

1 3．5

L7
1 2．1

第　　65　表

第18号犬
♀　11．2kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

L4
1．8

0．9

1．9

1時間分泌量

6．0

pH

7．71

7．70

7．54

7．59

ビリルビン量

百分率9／d1 陣腿m・
0．028

0．030
0．032
0．041

1。9

0．1％硫酸アトロピン1mg皮注

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
252～240
最：大値
最小値

平均値

1．7

1．7

0．9

0．7

0．8

0．5

0．7

0．9

1．0

1．5

ユ。9

1．4

L3
1．3

1．1

1．9

1．9

0．5

L2

5．0

2．9

5．8

5．6

7．56

7．80

7．53

7．32

7．49

7．42

7．12

7．42

7．60

8．11

8．09

7．85

7．87

7．92

7．60

7．92

　8．111
　7．12

「7・66

0．038
0．032

0．032
0．044

0．058

0．060

0。082
0．084

0．056

0．060
0．035
0．038

1．8

2．0

2。7

0．040
0．044

0．038
0．026

0．084

0．026

0．047

2．0

2．7

1．8

2．2
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以上の成績を得た．

毎時平均値を求めると，次の第66表及び第21図の如

し．

第　66表

時三十揃11213141平雛
分泌量14・313・712・614・6！4・613・8

・H17・547・577・367・74；7・8217・62

磯
ル量1鱗量12・212・・11・812・7i2・312・・

・／dli…531…561…72：…6・｝…521…6・

第21図　0．1％硫酸アトロピン1mg皮注
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　Neubauer，　Brugsch＆Harstersはアトロピンの注

射により胆汁分泌量及び胆汁諸成分に大きな影響を与

えないとし，Alpernは毎砥0．0019を注身寸すると胆

汁の分泌抑制され著しい場合には一時停止するとい

い，安達は0．001～0．Oigのアトロピンを注射し少量

では変化はないが大量では減量するを認め，Bickel，

坂本，金沢等は何れも一時的減量を認めている．胆汁

のpH値について桐田は一時下降すると述べている．

ビリルビン量との関係は坂本によれば胆汁量の減少に

ほぼ反比例して上昇する．従って絶対量は殆んど不変

のこともあるけれども又一時的に急減する場合もある

という．私の成績では分泌量は平均値において，注射

後2時間目に減少し2．6ccで注射前の値に比し，1．7

cc減少す．　pH値は分泌量にほぼ比例して下降し，

平均値において2時間目に最小値7．36を示し，注射

前の値と比し0．18下降した．ビリルビン量はその百

分率において分泌量pH値に反比例して平均値におい

て2時間目に最：高値0．072g／dlを示し，注射前の値：

と比し0．0189／dl増加した．その絶対量は分泌量の

減少せる2時間値において一時減少し1．8mgで注射

前の値に比し0．4mg減少した．

　即ち硫酸アトロピン1mgの皮下注射により胆汁の

pH値はほぼ分泌量に比例し，ビリルビンの百分率に

反比例して2時間目に低下し，その絶対量は一時減少

す．

　3．塩酸ピロカルピン

　迷走神経刺戟毒である1％ピロカルピン10mgを

皮下注射し，次の第67，68表の如き成績を得た．

1　　2　　3　　4時間

第　67　表

第19号犬
δ　10．7kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

0．8

0．8

0．4

0．5

1時間分泌量

2．5

pH

7．57

7．42

7．30

7．32

ビリルビン量：

百分率・／d｝薄紙量m・

0．058
0．057
0．049
0．060

1．4
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1％塩酸ピロカルピン10mg皮注

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

最大値
最小値
平均値

0．6

2．2

2．7

2．0

2．5

1．6

1．9

1．8

2。1

2．0

1．6

1．2

1．3

1．3

L1
1．1

2．7

0．6

1．6

7．5

7．8

6．9

4．8

7．42

7．76

7．93

7．88

8．07

7．98

7．99

8．05

7「jg8

7．95

7．93

7．68

7．61

7．64

7．95

7．60

8．07

7．42

7．83

0。075
0．048

0．030

0．026

0．028
0。021

0．021

0．020

0．024

0．022
0．033

0．026

0．032
0．031
0．037

0．034

0．075

0．020

0．031

3。3

1．7

1．7

1。5

3．3

L5
2．0

第　　68　表

第20号大
♀　8．1kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．1

1．1

1．3

1．4

1時間分泌量

4．9

pH

7．93

7．76

7．92

7．92

　　ビリルビン量
百分率・／dll絶対量m・

0．038

0。046
0．046

0．048

2．1

1％塩酸ピロカルピン10mg自注

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～2io
210～225
225～240

最大値
最小値

平均値

1．4

L8
2。1

1．7

2．5

2．3

2．3

2．0

1．8

1．8

1．6

L5
1．4

1．6

1．5

1．2

2．5

1．2

L7

7．0

9．1

6．7

5．7

7．85

7．86

7．83

8．01

7．79

8．02

7．92

8．02

8．09

8．01

8．09

8．15

7．98

7．86

8．01

8．04

8．15

7．79

7．97

0．040
0．042

0．025

0．026

0．020
0．033

0．018
0．029

τ035
0．029

0．020
0．033

0．035

0．030

0．037

0．038

0．042

0．018

0．030

2．3

2．2

1．9

1．9

2．3

1．9

2．1
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1224 神 野

以上の成績を得た．

毎時平均値を求めると第69表及び第22図の如し．

第　69表

時間注蠣1i21341平均値
分泌劃3・7i7・28・46・8i5・26・9

・Hレ・647・81i7・97i7・987・8317・9・

膨
・レ量隈蝉i1・7i2・811・g11・811・712・・

・／dli…5叫…38…23；…271…34…29

第22図　1％ピロカルピン10mg皮注

醐

灘↓

lO　8．0

9　7．9

8　7．8

7　7．7

6　7．6

5　75

4　7．4

5　7．5

2　72

1　7．1

70

／

メ、

！

　／公＼

／　＼
　　　　　＼
／　　　＼

、

＼

＼

＼

＼

　、　　　　　　　　　　　／
　、　　　　　　　　　　／
　、　　　　　　　　ノ
　　＼　　　　ノ

　　v／

　　　　p　H　一
　　分　泌　量・一・
ビリルビン量mg／d1＿＿＿

　Neubauerはピロカルピンの注射により胆汁の分泌

量はやや増加するとしBrugsch＆H：arstersは重大

な影響を来さないといい，坂本は毎竜1～1・2mgの

注射によりその変化は僅少であるが一時的増加を示す

とし，金沢は胆汁の増加は著明ではないという．胆汁

のpH値は桐田によればピロカルピンの注射により上

昇せしめるという．ビリルビン量はその百分率におい

て坂本は胆汁量に反比例し，胆汁量増加する時は減少

する．又絶対量は不変又はやや増加の傾向を示す．私

の成績では胆汁の分泌量は15分後より著明な増加を来

し，毎時平均値において2時間目に8．4ccで最高値

に達し，注射前の値と比し4．7cc増加した．　pH値は

分泌量にほぼ比例して注射後15～45分後より著しく上

昇し，毎時平均値において2，3時間目に最高値7．9

7，7．98を示し，注射前の値に比して0．33，0．34上

昇した．ビリルビン量はその百分率においてほぼ分泌

量pH値に反比例して減少し，2時間目に最小値：0．0

239／dlを示し注射前の値と比し0．0279／dl減少し

た．その絶対量は分泌量の急激に増加した1時間目に

一時的に著明に増加し，2．8mgで注射前の値に比し

1．1mg増加した．

　即ち塩酸ピロカルピン10mgの皮下注射により胆

汁のpH値は分泌量にほぼ比例し，ビリルビン：量の百

分率に反比例して2，3時間目に著しく上昇する．そ

の絶対量は分泌量の急激な増加せる1時間目に一時増

加す．

　4．胆汁酸

　胆汁酸製剤である2％デヒドロコール酸ナトリウム

を毎砥0．4cc皮下注射し，次の第70，71表の如き成

績を得た．

1　　2　　5　　4時間

第　　70　表

第21号犬
8　　7．5kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

0．6

0．6

0。8

1．0

i時間分泌量

3。0

pH

7．13

7．02

7．10

7．32

ビリルビン量
百分率・／dli絶腿m・
0．030
0．041

0．052

0．072

1．5
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2％デヒコール3cc皮注

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～i20
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

最大値
最小値
平均値

0．8

1．3

2．0

1．4

0．8

0．6

0．7

0．5

0．6

0．4

1．0

0．6

0．4

0．5

0．5

0．9

2．0

0．4

0．8

6．5

2．6

2．6

2．1

7．46

7．33

7．47

7．33

7．13

7．17

7．29

7．60

7．36

7．22

7．30

7．46

7．37

7．45

7．57

7．16

7．57

7．13

7．35

0．056

0．052
0．035

0．034

0．036
0．040
0．048

0．062

0．066
0．068

0．079
0．064

0．051

0．061

0．074

0．074

0．074
0．034

0．056

2．8

1．1

1．7

1．3

2．8

1．1

1．9

第　71　表

！

第22号犬
δ　8．5kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

0．9

1．2

0．9

0．9

1時間分泌量

3．9

pH

7．28

7．21

7．14

7．62

　　ビリル

百分率9／d1

0．047
0．046

0．060

0．060

ビン量

絶対量mg

2．0

2％デヒコール3．4cc皮注

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
ユ50～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

最大値
最小値
平均値

1．0

2．5

2．5

2．2

1．8

i．6

1．3

1．2

1．1

1．0

0．8

0．6

0。7

0．7

0．8

1．8

2．5

0．6

1．3

8．2

5．9

3．5

4．0

7．66

7．94

7．99

7．85

7．73

7．88

7．70

7．95

7．21

7．50

7．71

7．95

7．49

7．63

7。66

7．71

0．056
0．043
0．042

0．026

0．037
0．041

0．040

0．052

0．060
0．061

0．066
0．081

7．99

7．21

0．075
0．085

0．080

0．060

0．085

0．026

7・721 0．056

3．3

2．4

5

2．3

3．0

3．3

2．3

2．5
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1226 神 野

以上の成績を得た．

毎時平均値を求めると次の第72表及び第23図の如
し．

第　72表

時剛注制1国3「4陣値
分泌量13・417・3［4・2［3・・3・・i4・4

・H
y7・2217・6217・55「7・46レ・5・17・53

ビビ
リン

ル量

・／dll…5・1…4ゴ…441…681…7・1…56

響11・713・・「1・812・・［2・l12・4

　第23図　2％デヒコール皮注

口

数
泌宏↓

100108．0

909　フ9

808　7．8

707　ア．7

606　76

505　7．5

404　7，4

505　7．3

202　7，2

10τ　71

10

　　　　P　I｛一
　　分　泌　量・一・
ビリルビン量mg／d且鴨一＿

！、＼ズ’

　1　　　　　’
　　　　　！　1　　　！
ゾ　　＼／

1・〆X＼

＼

＼一＿．＿

　胆汁酸の注射により胆汁分泌の増加することは

Stadelmann　lo5）以来多数の学者の認める所であり，

又胆汁酸が副交感神経を興奮：させる作用のあることは

辻122）高橋123）により証明されている．Reinhold＆

Wilson　96）によれば胆汁中の胆汁酸濃度は胆汁の酸塩

基調節作用の主因であるといい，又伊藤4？）はヒヨー

ル酸を皮下又は腹膜内に注射すると分泌量の増加と共

に胆汁酸含有量増加しそのpH値も上昇するとし，大

庭85）は犬の胆嚢及び肝胆汁中の胆汁酸量減少すれば

酸性側に移動するという．私の成績では分泌量は注射

後15分より著明に増加し，毎時平均値において1時間

目に最高値7．3ccを示し注射前の値に比し3．9cc増

加以後急激に減少す．pH値は分泌量の増加にほぼ比

例して上昇し，1時間目に最：高値7．62に達し注射前

の値と比して0．40上昇す．ビリルビン量はその百分

率において分泌量の増加にほぼ比例し分泌量の増加せ

る正時間目に最小値0．0429／dlで注射前の値に比し

0，0089／dl減少した．その絶対量は分泌量の急激に増

加する1時間目に著しく高い値3．Omgを示し，注射

前の値に比し1．3mg増加するが，以後注射前と著し

い変化はない．

　即ち胆汁酸製剤である2％デヒドロコール酸ナトリ

ウムを毎砥0．4cc皮下注射すると，胆汁のpH：値は

分泌量の増加にほぼ比例し，ビリルビン量の百分率の

減少に反比例して，1時間目に著しく上昇する．ビリ

ルビン量の絶対量は分泌量の急激に増加した1時間目

に一時増加す．

　5．インシコ．リン

　インシュリンの平門0．4単位を皮下注射し，次の第

73，74表の如き成績を得た．

1　　2　　3　　4時間

り

第　　73　表

糊劃一…
0～15
15～30
30～45
45～60

0．6

0．6

1．2

0．5

1時間分泌量

2．9

pH

7．42

7．59

7．98

7．74

ビリルビン：量

百分率・／d1陣腿m・
0．068

0．073
0．078
0．058

2．0
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インシュリン2．8E．1汁注

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

0．4

0．7

1．1

L9
1．9

2．2

2．3

2．1

2．0

1．7

2．0

1．6

1．7

1．5

1．5

1．2

最大値
最小値

2．3

0．4

平均値 1 1．6

4．1

8．5

7．3

5。9

7．79

7．88

7．64

7．99

8．15

8．06

7．98

8．11

8．13

8．18

8．11

8。05

8．06

8．15

7．91

7．82

8．18

7．64

8．00

0．086
0．112

0．112

0．056

0．021

0．023
0．025

0．016

0．013

0．012

0．015

0．015

0．017
0．018

0．022
0．034

0．112

0．012

0．037

3．7

1．7

0．9

1．2

3．7

0．9

L8

第　　74　表

第24号犬
6　12．6kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．3

0．7

1．5

1．5

1時間分泌量

5．0

pH

7．72

7．49

7．62

7．60

ビリルビン量
百分率・／dl陣腿m・
0．061

0．053

0．056

0．045

2．6

インシュリン5．OE．1汁注

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

最大値
最小値
平均値

1．2

1．7

1．2

1．8

2．3

2．1

2．2
1．9

1．7

1．5

1．5

1．7

1．6

0．7

0．9

1．3

2．3

0．7

i，．5

5．9

8．5

6．4

4．5

7．66

7．92

7．87

7．54

7．99

7．89

7。71

7．54

7．95

8．06

7．83

8．01

7。87

7．99

7．97

7．87

8．06

7．54

7．85

0．037
0．038
0．044

0．039

0．026

0．020
0．Oi1

0．021

0．012

0．009

0．018
0．018

0．019
0．022

0．032

0．030

0．044

0．009

0．024

2．3

L6

0。8

1．1

2．3

0．8

1．5
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1228 神 野

以上の成績を得た．

毎時平均値を求めると次の第75表及び第24図の如

し．

第　75表

時間注剣1121314「平均値
分泌量13・95・・18・516・815・216・3

・H
o7・647・7g17・9218・・317・9517・92

ビビ
リン

ル量

・／dll…611…65：…2・！…13：…23…3・

幣12・313・・「1・6【・・811・111・8

第24図

　ミ
　皆

　廻咽

　ミ渓
翁・玉↓

　1001080

インシュリン毎砥0．4E．1皮注

909　ア9

808　78

707　77

606　76

505　フ5

40　4　74

505　7．5’

202　72’

101　71

70

　　　　p　H　一
　　分　泌　鐙　儒一
ビリルビン量mg／di一一一

へ

　　　／

／v
ノ＼

／　　　、

　　　、
　　　、
　　　、
　　　、

、

、

＼

＼

＼

＼

、

k＼　／
　、〉！

1　　2　　3　　4時間

　Brugsch＆Harstersは胆嚢痩犬でインシュリンの

10単位を静注して著しく胆汁量は増加したDobreff

23）も3単位の静注により分泌量の増加を認め，

桜井は総輸胆管痩を有する犬に毎既0．44～1．23単

位のインシュリンを皮下に注射する時は胆汁量は著

明に増加し，2～3時間目に最高値を示し血糖値も比

例して下降するとし，藤川，久保31）は胆汁量は明ら

かに増加しビリルビン及び胆汁酸の分泌増加を証明し

得た故に，インシュリンは単に水分の増加を来すばか

りでなく肝臓の胆汁分泌機能を明らかに興奮刺戟し，

血糖量の低下する時期と胆汁分泌の充進ずる時期と殆

んど一致するとし，岡田は低血糖状態は迷走神経中枢

を刺戟して消化液の分泌を特進する故，アトロピンに

より迷走神経末梢を麻痺せしめ，或いは低血糖をアド

レナリン又はブドー糖注入により除去するときは消滅

するといい，又Bayliss＆Starlingはインシュリン

の注射により胃液分泌は高まり酸が十二指腸に到達す

るからセクレチン機転を惹起して胆汁の分泌を誘発す

る．即ちこの二者は共同作用を営み相抵触しない．

pH値について：Karatygin＆Hefterは犬に10単位を

注射すると胆汁のpH値は上昇するとし，小川は胆

汁pHを介して甲状腺とインシュリンとの関係を記載

し，インシュリンの少量注射ではpH値の下降度は軽

度，連続注射ではpH値は上昇する．この説明として

大量注射及び少量連続注射では血中乳酸量が減少する

によるという．ビリルビン量はインシュリンの注射に

よりBrugsch＆Harstersは増加するといい，藤川，

久保は百分率において著明に減少するがその絶対量は

増加するという．私の成績では注射後分泌量は著明に

増加し2時間目に最高値8．5ccを示し，注射前の値と

比して4．6cc増加し以後次第に減少する．　pH値は分

泌：量の増加にほぼ比例して上昇し，3時間門に最高値

8．03に達し注射前の値と比し0．39と著しく上昇す．

ビリルビン量はその百分率においてほぼ分泌量の増加

に反比例して減少し，3時間目に最小値0．0139／d1

で注射前の値に比し0．0489／dl減少し，その絶対量

は分泌量の急激に増加した1時間目に一時増加し，

3．Omgで注射前の値に比し0．7mg増加するが以後却

って減少す．

　即ちインシュリンの毎砥0．4単位を皮下注射すると

胆汁のpH値はほぼ分泌量の増加に比例し，ビリルビ

ン量の百分率の減少に反比例して著しく上昇し3時間

目に最高値に達す．その絶対量は分泌量：の急激な増加

と共に一時増加する．

　6．ヒスタミン

　ヒスタミンは胃液の著しい分泌増加を来すが，私は

第3編において胃腔内に塩酸を注入して著しい胆汁分

泌の増加と共に胆汁のpH値の上昇を認めたことよ

り，胃液分泌の充進は胆汁のpHに如何なる変化を与

えるであろうか，ヒスタミンを1mg，　L　5mg皮下注

射すると次の第76，77表の如し．
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第　　76　表

白25号犬
δ　7．7kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．3

1．0

0．8

0．8

1時間分泌量

3．9

pH

7．34

7．44

7．60

7．58

ビリルビン量
百分率・／d1陣対量m・

0．048

0．050

0噛054
0．077

2．2

ヒスタミン1mg皮注

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120
120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

最大値
最小値

平均値

1．5

1．5

1．5

2。8

7．3
1
1

8．00

7．64
7．6ユ

7．68

2．7

2．2

1．9

1．0

1
7．8

0．8

0．6

0．7

0。8

0．6

0．6　・

0．6

0．7

2．8

0．6

2．9

2．5

1．3 1

7．81

7．93

7．73

7．31

7．29

7．28
7．10

6．95

7．02

6．88

6．87

6。92

8．00

6．87

7．31

0．071

0．061

0．053
0．044

0．021

0．032
0．040

0．044
07048

0．076
0．083

0。076

0［090

0．106

0．095

0．087

0．106
0．021

4．1

2．6

2．0

2．3

4．1

2．0

0．064 i 2。7

♂第　77　表
第26号犬
δ　8．4kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

0．4

0．4

0．5

0．3

1時間分泌量 pH
ビリルビン量

百分率9／d1

1．2

1
1：ll

l：ll1

0．043

0．078
0．080
0．071

絶対量mg

0．8

ヒスタミン1．5mg皮注

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120

1．5

2．7

3．0

3．0

2．8

1．8

0．9

1．4

120～135
135～150
150～165
165～180
180～195
195～210
210～225
225～240

0．8

0．8

0．6

0．5

0．5

0．3

0．6

0．7

二期1
3．0

0．3

平均値1 1．3

10．2

62

2．5

2．1

7．64

8．06

8．08

8．06

8。08

8．01

7．94

7．90

8．15

7．91

7．88

7．60

7．49

7．41

7．61

7．47

8．15

7．41

0．044
0。018
0．014

0．010

0．011

0．014
0．016

0．026

0．040

0．032
0、032

0．037

0．043

0．054

0．074

0．064

0．074

0．010

7．83 0．026

2．1

0．9

0．8

1．2

2．1

0．8

i．3
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沼δO 神 野

以上の成績を得た．

毎時平均値を求めると次の第」78，79表及び第25，

26図の如し．

第78表 第　79表

勲鷲潮前1商時1晶時

分泌量i3・g17・317・8

・司7・49レ・7317・6gl

時時1商霊魂値

12・9［2・515・i

7・1516・9・17・31

影
・レ量攣直i2・214・1i・・6

・／dll…5乳…57；…34：…70；…941…64

2・・12・3「2・7

警鷲1日新幽罰罰訓平均値
分泌量11・211・・216・・12・512・115・2

・Hレ・487・9617・987・88；7・4917・83

ずゴ

・レ量醜値1・・8i2・11・・9・・811・211・3

・／d11…68；…21；…16：…36；…581…26

第25図　ヒスタミン1mg皮注

　　書

数

蓄雨
　1001080

909　79

808　78

ア0フ　7．7

606　76

505　75

404　74

505　75

202　72

101　71

0　7．0

69

68

一汽

　　　　P　H一
　　分　泌　量・一・
ビリルビン量mg／dl＿＿舳

　　　　　　／

　　　　　　／

　　　　　’
　．ノ¶　　　　！
／　、　　1

　　1／
　　　／1

、　V
’、　へ

・、”l

　Vl
　　　　k＼、

1　2　　3　　4時間

　Alpemはヒスタミンの注射により胆汁の分泌を著し

く増加せしめ，Rothlein＆Gfundlach　loo）はヒスタミ

ンの胃液分泌湖畔は使用したヒスタミン量に一致すろ

という．又Karatygin＆H：efterは胃液分泌の充進は

胆汁のpH：にも変化を及ぼしヒスタミンの注射により

pH値の上昇を認めた．ビリルビン量についてはその

記載を見ない．私の成績では胆汁の分泌量は注射後急

第26図　ヒスタミン1．5mg皮注

書

函

§・雪↓＿九三
1001080

909　／9

808　78

70　7　1，7

606　7，6

505　1．5

404　14

505　75

202　7．2

101　71

70

　へ

　＼、

！＼

・　　、

、1

、’

Σ

ハ

1、

’

’　k

＼

、　　／
　　　’
＼／’

v
／＼、

’　　　　　、

　　　塾、
、、 tノ

1　　2　　3　　4時間

激に増加し1mgでは2時間目に最：高値に達し，7．8cc

で注射前に比し3．9cc増加し，1．5mgでは1時間目

に最高値10・2ccに達し，注射前の値に比し9．Occ増

加す．胆汁のpH：値は分泌量の増加にほぼ比例して注

射後急激に上昇し，1mgでは1時間目に最高値7．73

で注射前の値に比し0，24上昇し，2時間目以後急激

に下降す．1・5mgでは2時間目に最高値7．78で注射

前の値に比し0．50上昇し，3時聞後より急激に下降

す．ビリルビン量はその百分率においてほぼ分泌量の

増加に反比例して減少し，2例共に2時間目に最：低値
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胆汁のpHに及ぼす灘種条件による実験的研究 1231

を示し，1mgの注射では0．0349／d1で注射前の値に

比して0．0239／dl減少し，　i．5mgの注射では0．016

9／d1で注射前の値に比して0．0529／d1減少し，以後

分泌量，pH値の減少と共に急激に＝増加す．その絶対

量は分泌量の急激に増加する1時間目に著明に増加

し，11ngの注射では4．1mgで注射前の値より1．9

mg増加し，1・5mgの注射では2．1mgで注射前の値

より1．3mg増加したが以後著変を示さない．

　即ちヒスタミンの1mg，1．5mgを皮下注射すると

胆汁のP：H値はほぼ分泌量の増加に比例し，ビリルビ

ン量の減少に反比例して上昇し，1～2時間目に最高

値に達す．その絶対量は分泌量の急激な増加の際一時

増加する．

　7．迷走神経切断

　直接植物神経侵襲による胆汁分泌に及ぼす影響に関

しては多数の業績があるが，胆汁のpHについては桐

田の報告を見るのみ．Eiger　28）は犬の迷走神経を胸腔

内において切除し，その末端を刺戟すると胆汁分泌及

び乾残渣も増加することを報告し，佐野116）は迷走神

経の切断により胆汁分泌は抑制されるとし，金沢84）

も横隔膜下切断で同様の変化を認め高橋123）は左右個

々の迷走神経切断後において胆汁分泌量は明瞭に減退

を来すが，左右何れを切断しても殆んど相違を認めな

いとし，織田84）も左右何れを切断しても胆汁分泌は

侭下すると述べている．桐田は迷走神経の切断により

胆汁量の減少と共にpH値は下降するを認めた．私は

植物神経毒を注射して胆汁のpHと分泌量，ビリルビ

ン量との関係を測定したが，更に迷走神経を切断し如

何なる変化を及ぼすかを検査す．

　実験方法及び手術方法

　前編に述べた如くSchwann民恒久性胆嚢痩犬を使

用し，前日一定の食餌を与え以後絶食とし犬を固定台

に固定し，分泌量の一定となった後1時間分泌量pH

及びビリルビン量を測定し，直ちに犬を手術台に固定

し，局所麻酔を用い頸部において胸鎖乳頭筋の内側に

皮切を加え，頸動脈を求め同じ走行を有する迷走神経

に達し，これを切断し（手術時間5～10分）直ちに固

定台に起立せしめ胆汁を採取し測定す．

　実験成績

　第30，31，32，33号犬を用い，第30，31号犬は

最初右側の迷走神経を切断し，次いで左側を切断，

第32，33号犬は最初左側の迷走神経を切断し次いで右

側を切断した．得た成績は次の第80，81，82，83，

84，85，86，87，88，89表：の如し．

　1，一側切断の場合

イ．右側切断　第80，81表の如し．

第　　80　表

第30号犬
♀　　6．Okg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．0

1．5

0．9

0．5

1時間分泌量

3．9

pH

7．59

7．46

7．60

7．67

ビリルビン量
百分率・／dl陣対量m・

0．046
0．034
0．051

0．056

1。7

右　側　　迷走神経切断

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120

0．4

0．4

0．4

0．4

0．3

0．1

0．4

0．2

1．2

1．0

7．28

7．14

7．27

7．27

7．18

7．20

7．10

7．36

0．059
0．072

0．084

0．084

0．094

0。085

0．100

0．8

0．9

平均値 0．3 1．1 17・211…69 0．8
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第　　81　二

十31号犬
δ　　7．7kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．4

1．6

1．2

1．4

1時間分泌量

5．6

pH：

7．72

7。70

7．74

7．72

ビリルビン量
百分率9／dli絶対量m・

0．059
0．055
0．047
0．043

2．0

右　側　　迷走神経切断

0～i5
15～30
30～45
45～60
60π75
75～90
111＝ll1

0．7

0．3

0．4

0．5

0．3

0．6

0．9

0．5

1．9

2．3

　7．40
　7．42
　7．42
　7．44

－7＝b6

　7．36
　7．12
　7．24

0．134

0．146

0．166

0．160

0．143

0．135
0．142

0．138

2．8

3．1

平均値 0．5 2．1 17・241 0．144 2．9

ロ．左側切断　第82，83表の如し．

第　　82　表

第32号犬
δ　　5．8kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．5

1．0

0．5

0．9

1時間分泌量

3．9

pH

7．44

7．69

7．82

7．86

ビリルビン量
百分率・／dl陣－題m・

0．030

0．028
0．024

0．040

1．1

左　側　　理事神経切断

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75，

75～90
90～105
105～120

0．4

0．3

0．3

0．4

0．5

0．3

0．4

0．4

1．4

1．6

7．49

7．24

7．78

7．15

　6．92
　6．60
　6．93
16．90

0．042

0．056

0。068
0．094

0τ076

0．071

0．057
0．076

0．9

0．5

平均値 0．4 1．5 17・121 0．067 0．7

第　　83　表

白33号犬【毎15分纏

δ6・3k・1
0～15
15～30
30～45
45～60

1．2

1．0

1．5

1．4

1時間分泌量

5．1

pH

7．ヴ0

7．62

7．74

7．50

ビリルビン量
百分率・／dl陣対量m・

0．054

0．068
0。052

0・049

2．9

左　側　　迷走神経切断

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120

0．4

0．4

0．2

0．3

0．3

0．2

0．3

0．4

1．5

1．3

7．35

7．23

7．34

7．20

7．10

7．21

7．06

7．30

0．120
0．142
0．176
0．180

0．140

0．121

0．180
0．136

2．7

2．1

平均値 0．4 1．4 レ・22 0．149 2．4
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両側切断（右側切断後左側切断）

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120

0．4

0．4

0．5

0．5

0．4

0．4

0．2

0．2

0．9

0．6

　7．28

　7．28

　7．34

　7．34

一7τ06

　7．06

　7．18

　7．i8

0．180

0．180

0．215

0．215
0「2吾0

0．280

0，230
0．230

L7

1．5

平均値 0．3 0．7 17・211 0．226

［

1．6

第　　87　表

第32号犬
ε　　5．8kg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．5

1．0

0。5

0．9

塒間分泌量1，H

3．9

7．44

7．69

7．82

7．86

ビリルビン量
百分率・／d1陣糧m・
0．030

0．028

0．024
0．040

1．1

両側切断（左側切断後右側切断）

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120

O．4

0．2

0．2

0．3

0．2

0．3

0．3

0．3

1．1

7．24

7．42

7．37

6．96

7．12

7．29

7．24

7．24

0．096

0．173
0．160
1．188

0．189
0．190

0．220
0．220

1．6

1．6

平均値 0．2 17・23i 0．172 L6

第　　88　表

第33号毎
δ　6・3kgI

毎15分分泌量

0～15
15～30
30～45
45～60

1．2

1．0

1．5

1．4

1時間分泌量

5，1

pH

7．70

7．62

7．74

7．50

ビリルビン量
百分率・／dll絶対量m・

0．054

0．068
0．052

0．040

2．9

両側切断（左側切断後右側切断）

σ～15

15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120

0．1

0．1

0，2

0．2

0．1

0．1

0．2

0．1

0．4

0．5

7．06

7．06

7．14

7．14

7．02

7．02

7．21

7．21

0．213

0．213

0．196
0．196

0．320
0．320
0．276

0．276

0．8

1．4

平均値 0．1 0．4 17・1・1 0．251 1．1

両側切断の平均値を求め，切断前及び一側切断と比　　興すると，第89表の如し．
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右側切断及び左側切断の平均値を求め比較すると，　　第84表の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　84　表

右 側 毎15分分泌量 1時間分泌量 pH
ビリルビン量

百分率・／dl陣対量m・

切　断　前 1．1 4．7 ｝7・65【 0．048 ユ．8

切　断　後 0．4 1．6 17・231 0。016 1．8

差 一〇．7 一3．1
1一・・421

十〇、058 0

左 側 毎15分分泌量 1時間分泌量 pH
ビリルビン量
百分率・／dll御橿m・

切　断　前 1．i 4．5 レ・67i 0．041 2．0

切断倒 0．3 1．4 17・171 0，108 1．5

画 一〇．8 一3．1
1一・・5・！

十〇．067 一〇．5

2．両側切断の場合 第85，86，87，88表の如し．

　　　　　　　　　第　　85　表

第30号犬
♀　　6．Okg

0～15
15～30
30～45
45～60

毎15分分泌量

1．0

1．5

0．9

0．5

1時閥分泌量

3．9

pH
ビリルビン量

1百分率・／d1陣対量m・

7．59

7．46

7．60

7．67

0．046

0．034
0．051

0．056

1．7

両側切断（右側切断後左側切断）

0～15
15～30
30～45
45～60
60～75
75～90
90～105
105～120

0．3

0．3

0．4

0．4

0．2

0．2

0．3

0．3

0．7

0．5

7．06

7．06

6．95

6，95

7．08

7．08

7．02
7．02

0。201

0．201

0。220
0．220

0．324
0．324

0。280
0．280

1．4

1．5

平均値 0．3 0．6 17・・21 0．256 1．4

第　　86　表

第31号犬
♂　　7．7kg

0～15
15・》30

30～45
45～60

毎15分分泌量

L4
1．6

1．2

1．4

1時間分泌量

5．6
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pH

7．72

7．70
7．74

7．72

ビリルビン量
百分率・／dl陣対量m・

0．059

0．055
0．047
0．043

2．0
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第　　89　表

毎15分分泌量 1時間分泌量 pH
ビリルビン量

百分率・／dli絶対値m・

切　　断　前 1．1 4．6 17・661…44 1．9

一側切図 0．4 1．6
レ・2・

0．107 1．6

両側切断 0．1 0．6 17・14【・・226 1．4

　即ち一側切断の場合，右側切断では第83表に示す如

く，胆汁の分泌量は著しく減少し毎時平均値は1・6cc

で切断前の値と比較すると3．1cc減少す．　pH値はほ

ぼ分泌量の減少に比例して著しく低下し，毎時平均値

は7．23で切断前の値と比し0．42低下す．ビリルビ

ン量はその百分率において分泌量の減少にほぼ反比例

して増加し，毎時平均値は0．1069／dlで切断前の値

より0。0589／dl増加した．その絶対量は1．8mgで

切断前の値と変化は認められない．次に左側切断では

胆汁の分泌量は右側同様著しく減少し，毎時平均値は

1．4ccで右側と等しく切断前の値より3．1cc減少す．

pH：値はほぼ分泌量の減少に比例して低下し，毎時

平均値は7．17で切断前の値より0．50低下，右側の

0．42低下と同様著しく下降する．ビリルビン量はそ

の百分率において分泌量の減少にほぼ反比例して増加

し，毎時平均値は0．1089／d1で切断前の値と比して

0．0679！d1増加す．右側切断の0．0589／dl増加と同

様著しく増加す．その絶対量は毎時平均値において

1．5mgで切断前の値より0．5mg減少す．以上の成

績を考察すると迷走神経の左右何れを切断しても胆汁

pH値の下降分泌量の減少ビリルビン濃度の増加その

絶対量は変化がないか又は軽度の減少が見られた．左

右何れを切断してもその影響を受ける理由として織田

は迷走神経の走行を解剖学的に調べ，右側迷走神経は

その神経繊維の大部分を腹腔神経節に送り，残余の神

経繊維は腹腔神経節の前方に廻転して右方に向い直接

肝臓神経叢に流入する．又左側迷走神経は肝胃靱帯と

共に直接肝臓に至り肝門に走入するのみならず肝内靱

帯に達し右側肝葉を支配する．左側迷走神経の分枝は

右側迷走神経と同じく腹腔神経節に至り，肝臓神経叢

の大部分の交感神経繊維と一部の副交感神経繊維を受

けるによると述べている．

　次に両側切断の場合，胆汁の分泌量は第88表に示す

如く，毎時宰均値0．6ccで一側切断におけるよりも更

に著しく減少しpHl値もほぼ分泌量の減少に比例して

i著しく下降し，第30，32号犬で酸性側移行が見られ毎

時平均値は7．14で切断前の値より0・52低下す．ビ

リルビン量はその百分率において分泌量の減少にほぼ

反比例して著しく増加し，毎時平均値は0．226g／d1

で切断前の値と比し0，182g／dl増加す．その絶対量

は1．4mgで切断前の値より0．5mg減少す。

　即ち両側切断では一側切断におけるより更に著しく

ほぼ分泌量の減少に比例し，ほぼビリルビン量の百分

率の増加に反比例してpH値は下降する．

IV．総括及び結語

　Schwann氏恒久性胆嚢痩犬に諸種薬物塩化アドレ

ナリン，硫酸アトロピン，塩酸ピロカルピン，胆汁酸

インシュリン，ヒスタミンを皮下注射し，更に頸部に

おいて迷走神経を切断し胆汁のpHと分泌量，ビリル

ビン量との関係に及ぼす影響を測定した結果次の如き

成績を得た．

　1．塩化アドレナリン2mgの皮下注射により胆汁

のp：Hはほぼ分泌量の減少に比例し，ビリルビン量の

百分率の増加に反比例して3時間目に0．17下降す．

2．硫酸アトロピン1mgの皮下注射により胆汁の

pHはほぼ分泌量の減少に比例し，ビリルビン量の百

分率の増加に反比例して2時間目に0．18下降す．

　3．塩酸ピロカルピン10mgの皮下注射により胆汁

のpHはほぼ分泌量の著しい増加に比例し，ビリルビ

ン量の百分率の減少に反比例して2，3時間目に0・34

上昇す．

　4．胆汁酸製剤2％デヒコールの二二：0．4ccを皮下

注射した結果，胆汁のpHは分泌量の著しい増加に比

例し，ビリルビン量の百分率の減少に反比例して3時

間目に0．40上昇す．

　5．インシュリンの毎晒0．4単位を皮下注射すると

胆汁のpHはほぼ分泌量の著しい増加に比例し，ビリ

【301】



1236 神 野

ルビン量の百分率の減少に反比例して3時間目に0．39

上昇す．

　6．ヒスタミンの1mg及び1．5n19の皮下注射によ

り胆汁のpHはほぼ分泌量の著しい増加に比例し，ビ

リルビン量の百分率の減少に反比例して1mgでは1

時聞目に0．24上昇し1．5mgでは2時間目に0．50上

昇す．

　7．頸部において迷走神経を切断すると，左右何れ

を切断しても胆汁のpHは著しく低下し0．46下降す・

更に両側切断では一層低下し0．52下降し酸性側移行

が見られた．分泌量は著しく減少，ビリルビン量の百

分率は著しく増加す．

第5編　肝臓障碍時の胆汁pH

1．緒

　Peiper　eg）は肝臓疾患の患者において血液のアルカ

リ度は減少するといい，Salaskin＆Zahleski　lo1）は肝

易拙後動物は酸中毒により死亡することを実験し，更

にAdler＆Zablonski　3）は肝障碍の際同様の変化を記

載し，Straub　lo6）は体内における酸塩基平衡の調節に

対する肝臓の意義に重さを置き肝臓疾患患者において

失調を来すと述べ，森島70）は各種の肝臓疾患患者及

び実験的肝障碍家兎においても血液pH値の低下を証

明し井上46），加藤60），桐田55），黒河内56）等は胆石

症患者の胆汁のpH値を調べ一般にその値の低いこと

を報告し，又胆石形成は一次的或いは二次的に惹起さ

れる肝臓機能障碍により促進され得るとの想定より，

桜井11），福田33），立川120）はラノリン，硫黄，銅及

言

び総輸胆管結紮の場合，瀬木109）は各種鉄塩マンガン

藤田，福田，柳田32》は銅を長期間投与し，又柳田137）

はアウトヘバトキシンにより肝臓を障碍し，山沢，蒲

田，佐々木138）もクロロホルム，四塩化炭素，黄燐に

より肝臓を障碍し，胆汁pH値の低下を認めた．これ

に対して三宅は健常胆汁中にも酸度の強いものがあ

り，又病的胆汁中にもアルカリ性の大なるものが少な

くないから，病的胆汁必ずしもpH値が低いとは限ら

ないと述べている．胆汁pHが酸性を示したのは私の

今迄の成績では迷走神経切断時のみであったので，更

に直接に肝臓を障碍した場合胆汁のpHを酸性に移行

せしめ得るかどうかを分泌量，ビリルビン量との関係

と共に測定した．

皿．実　験　方　法

　第2編に述べた如く胆嚢二二三二少なくとも3週間

を経過し元気恢復したSchwann氏胆嚢痩犬を用い，

前日一定の食事を与え以後絶食とし早朝固定台に起立

せしめ，滴下する胆汁の一定となるを待ち胆汁のpH

分泌量，ビリルビン量を測定した後，次の肝臓毒を用

い肝臓を障碍した．肝臓毒として次の3種を言う．

　1．クロロホルムに毎瓦iO．2～0．5ccをカプセルに

入れ牛肉に混じて投与す．

　2．四塩化炭素：毎砥1．0～2．Occを皮下注射す．

　3．黄燐3こ口43）の黄燐溶液を毎既1．0～2．0を

皮下注射す．

　樋口の黄燐溶液

　一定量のアルコールに一片の黄燐を投じ沸騰させ燐

の飽和アルコール溶液を作り，この液の一部に5位容

量の水を加えれば乳化状態となる．この溶液の燐合有

量は殆んど常に一定である．（0．02％）この黄燐溶液

を用う．

皿：．実験成績及び考按

1．クロロホルムによる肝臓障碍

No比nage177），　Astertrag　86），久保田，清水62），辻

122）若林131）等諸家が認める如くクロロホルムによ

り肝臓に脂肪変性及び壊死が招来される．山沢，蒲

田，佐々木はクロロホルムの毎砥0．2～0．3ccを少量

の水と共にゾンデを用いて経口的に投与して16～20
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時間を経過した後実験に用い胆汁のpH値は低下し分

泌量は著明に減少，又ビリルビン量はその濃度及び排

泄量共に著しく減少するとし杉林110）はビリルビンの

濃度及び絶対量の増加を来したと述べている．私はク

ロロホルムを毎砥0・2～0・5ccをカブ．セルに入れ少量

の牛肉に混じて経ロ的に投与した．実験成績は次の第

第90表　　クロロホルム1回投与

第35号犬
δ　　12kg

1クΨ一ム毎勲
投与前　　　　　1日　2日　3日 4日　5日　6日　7日

分泌量13・4 2．2　　2．4　　2．4　　2．3　　3．9　　3．7　　2．4

pH
17・43

6．78　6．97　7．13　7．53　7．92　7．47　7．60

胃・／d11…36
ル量絶対量m・｝1．2

0．067　0．058　0．060　0．051　0。030　0．038

1．4　　 1．3　　　1．4　　　1．1　　’1．1　　1．1

第　91表　　クロロホルム2回連続投与

縣36号犬
δ　10．6kg

　　　クロロホルム毎砥0．4cc
　　　↑
投与前　　　五日　2日　3日

　　　　　下瓦EO．5cc
　　　　　↓
4El　5日　　　1日　 2日　3日　4日　5日

分水量（毎時）　2．6 0．4 2．9　3．2 5．1　　3．7　　3．0

pH i7・93 0．54　　6．62 8．35　　8．31 6．36　 7．05　 8．36　8．29　8．22

膨・／dll…72
ル量1糊量m・11・9

0．092　0，084 0．058　0．034　　　　0．120 0．026　0．054　0．072

0．3 1．7　LO 1．3　　　2．0　2．2

90，91表の如し．

　第35号犬に毎砥0．2ccを投与すると第1日目元気衰

え食慾不振で分泌量は減少し胆汁のpHは分泌量の減

少にほぼ比例して著しく低下し6．78で投与前の値に

比し0．65下降す．ビリルビン量はその百分率におい

て分泌量の減少にほぼ反比例して増加し，その絶対量

は軽度増加す．第2日目pHは6．97で依然酸性側に

移行す．投与後第3日目より次第に元気，食慾共に恢

復し，第5日目分泌：量は増加しpH値も著しく上昇し

7．92を示し投与前の値に比し0．49上昇す．ビリルビ

ン量はその百分率において減少す．第6日目に旧に復

す．次に第36号犬に毎延0．4，0．5ccを連続投与する

と第1回毎砥0．4ccを投与した場合には翌日元気全く

衰え，胆汁は排出少量で測定不能，集め得た胆汁でpH

を測定すると，P：H　6．54で著しく低下し，第35号犬

の場合より更に酸性側に傾き投与前の値と比してL39

下降する．ビリルビン量はその百分率において分泌量

の減少に反比例して増加する．第2日目分泌量0．4cc

で著しく減少しpHは6．62で分泌量に比例して著し

く下降しビリルビン量はその百分率において分泌量の

減少にほぼ反比例して増加しその絶対量は減少する．

第4日目食：慾元気共に恢復するとpH値は分泌：量の増加

にほぼ比例して著しく上昇し8．35で投与前の値に比し

て0，42上昇した．次いで第2回目に毎鼠0．5ccを投与

すると翌日全身状態不良，少量の二二の排出を見たの

み，集め得た胆汁を以てpHを測定するとpHは6．36

で更に著しい酸性側移行が見られ，投与前の値に比し

1．57下降した．第3日目食慾元気の恢復するに及び

分泌量｝ま増加しpH：は8．36で分泌量の増加にほぼ正

比例して著しく上昇し投与前の値より0．43上昇す，

ビリルビン量はその百分率において分泌量の増加にほ

ぼ反比例して減少しその絶対量も減少する．第2回投

与後5日目測定後モルヒネ麻痺の下に肝臓を摘出す．

　肝臓の組織学的所見

　写真3に示す如く肝細葉の構造は見えるが中心部に

おいて胆毛細管に著明な胆汁欝滞があり，その部の肝

細胞は膨化したようになり細胞の境界がはっきりして

核はクロマテンがかなり染色性を失っているもの或い

は消失したものが見える．即ち次第に壊死に陥ってい

るものもある．遊走細胞の浸潤が見られ一部中心静脈
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の周囲に多核白血球の浸潤があり，又グリソン氏鞘に

は変化はない．

　以上の成績よりクロロホルムで肝臓を障碍した場合

には第1日目分泌量は著しく減少しpH値も分泌量の

減少にほぼ比例して著しく下降し酸性側移行が見ら

れ，ビリルビン量はその百分率において分泌量の減少

にほぼ反比例して増加す．最も障碍の著しいのは毎竜

0．2，0．4cc投与では第2日目，毎砥0．5ccでは第1

日目である．投与後3～5日目全身状態の恢復と共に

分泌量の増加，pH値の著しい上昇，ビリルビン量の

百分率の減少が起る．従って胆汁のpHは各時期によ

り著しい相違があり，又分泌量にほぼ比例しビリルビ

ンの百分率に反比例して変化し，第1～2日目に著し

く低下し酸性側移行が見られ，0，65～1．57下降し，

第3～5日後全身状態の恢復と共に著しく上昇し，

0．42～0．49上昇した．

　2．四塩化炭素による肝臓障碍

　四塩化炭素の投与により内臓特に肝臓に脂肪変性を

来すことはK：ionka　52），和田132），久保田1’；1）等の認め

る所であり，又Pessoa＆Myer　go），　Lambelt鋤等は

肝臓実質の退行性変化が招来されると述べている．山

沢，蒲田，佐々木は毎砥0．3ccの四：塩化炭素を5ccの

水と共にゾンデを用い経口的に投与し，pH値の低下，

分泌量の著明な減少，ビリルビン濃度及び排泄量の減

少を示したと述べ，杉林はビリルビン濃度の増加及び

絶対量の増加を来すと述べている．私は四塩化炭素の

毎既0．5～2．Occを皮下注射し，次の第92，93表の

如き成績を得た．

第92表　　4塩化炭素白竜0．5cc　1回雨注

第37号犬
♀　　9．8kg

　　　毎砥0．5cc皮注
　　　↓
注射前　　2時間　　　1日　2日　3日　4日　5日　6日　7日　8日

分泌則4・3 1．1） 1．5　　1．1　　1．0　　3．5　　4．0　　2．2　　3．0　　2．9

pH
17・31

6．78 7．27　7．41　7．44　7．03　7．37　7．47　7．49　7．66

ビビ
リン

ル量

・／d日…660・15・ 0．084　0．078　0．060　0．057　0．087 0。079　0．082

十寸馴2・8 1．5 1．3　　1．7　　0．6　　2．0　　3．5 2．4　2．4

第93表　3回連続皮注

第38号犬
3　10．5kg

　　　毎延1．Occ皮注
　　　↓
注射前　　　1日　2日　3日　4日

　　毎砥1．5cc皮注
　　↓
5日　　　1日　2日

　　毎：駈2．Occ皮注
　　　↓

3日　　　1日　　2日

分泌劇・・9 0．2　　1．4　　0．8　　0．6　　0．7 0．2　　0．5　　1．4 死

pH 17・92
6．60　8．45　8．06　7．70　7．83 6．38　7．65　8．09 6．18　亡

ビビ
リン

ル量

・／dll…78 0．840　0．029　0．032　0。063　0．142　　　　0．184　0．320　0．032

絶無量1・・7 1．6　　0．4　　0．2　　0．3　　0．9 0．3　　1．6　　0．4

　即ち第37号犬に二丁0．5ccを皮下注射すると注射後

30分より分泌量の減少が起り，pH値は2時間後6．78

で分泌量にほぼ比例して著しく下降し酸性側移行が見

られ，注射前の値と比し0．53下降す．ビリルビン量

はその百分率において分泌量の減少にほぼ反比例して

著しく増加するその絶対量は減少す．注射後第1日目

食慾元気共に少し衰う．分泌量は減少しpH：値は注射

直後の値に比し上昇するが注射前の値に比し下降し，

ビリルビン量の百分率の増加絶対量の減少を示した。

第5日目より分泌量，pHビリルビン量は注射前の値

に恢復す．次に第93表に示す如く，第38号犬に四塩化

炭素を3回連続皮下注射を行った成績を見ると，初め

毎砥LOccを皮下注射した所，注射後半1日目全身状

態不良，食慾衰え胆汁の排出極めて少量で集め得た胆

汁を以てpH及びビリルビン量を測定すると，　pH値

は著しく低下し酸性を呈し，6．60で注射前の値と比

し1．32下降し，ビリルビン量はその百分率絶対量共

に著しく増加す．第2日目前日に比し元気恢復し分泌
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量は前日に比し増加し，pH値は分泌量にほぼ比例し

て著しく上昇し，8．45で注射前の値に比し0．53上昇

す．又ビリルビン量は分泌量にほぼ反比例してその百

分率は減少し，その絶対量も減少す．以後表に示す如

く，5日目にP：H値がほぼ注射前の値に近い値を示し

たので更に羽島1・5ccを皮下注射すると翌日食慾元気

共に衰え，胆汁分泌少量で集め得た胆汁を測定した結

果，前回より更にpH値は著しく低下し酸性を呈し，

6．38で注射前の値に比し1．54下降す．ビリルビン

量はその百分率において著しく増加するが，その絶対

量は減少している．第3日目全身状態良好となり，

pH値も8．09で注射前の値より0．68上昇す．そこ

で更に毎竜2．Occを皮下注射すると，翌日全く元気衰

え，胆汁の排出微量で集め得た胆汁のpHを測定する

と，更に低下し6」8で酸性側に傾きユ．74下降す．

第2日冒全身状態全く不良で死亡す．胆汁の排出微量

でpHの測定不能となる．よってその直後肝臓を摘出

し検鏡する．

　組織学的所見

　写真4に示す如く，肝小葉構二造は破壊されており，

肝細胞はグリソン心向の近辺に残り中心部は破壊さ

れ，脂肪変性壊死を起し消失している．肝細胞の消失

している部分は多核白血球小田形細胞，大形の単核田

形細胞の浸潤が認められ網細血管の充血著明，又大形

の単核細胞は大きな色素を持っている．

　以上の成績より四塩化炭素により肝臓を障碍した場

合には，画竜0．5ccでは2時間目，毎竜1．0，1．5及

び2，0ccでは第1日目に分泌量の著しい減少，　pH値

の著しい下降酸性側移行が見られ，ビリルビン量はそ

の百分率において増加す．全身状態の恢復と共に2～

3日目より分泌量次第に増加し，pH値は著しく上昇

し，ビリルビン量はその百分率において減少す．従っ

て胆汁のpHは各時期により著しい相違があり，クロ

ロホルムにおけると同様肝臓障碍の直後～第1日目に

0．53～1．74と著しく下降し，酸性側移行が見られ2

～3日後全身状態の恢復と共に0．13～0・53と著しく

上昇する．即ち胆汁のpHはほぼ分泌量に比例しビリ

ルビン量に反比例して変化する．又pHが酸性を示し

全身状態不良で死亡した第38号犬の肝臓の組織学的所

見より脂肪変性，壊死を証明した．

　3．黄燐による肝臓障碍

　燐の中毒に際して肝臓が障碍され，肝細胞は腫脹，

澗濁，脂肪変性その他の退行性変性を呈することは

Rokitansky　gl〕），　Hauff　40）等により証明され，又Sta・

delmann　lo5）は犬に1％燐油性溶液40ccを経口的に

与えた実験で予め胆道痩を作って置いても中毒性黄疸

が起ることを認め，次の皿期に分けている．

　第1期　燐が徐々に吸収されて肝臓を刺戟する時間

で肝臓機能はこの際昂進し，従ってビリルビン生成も

増進し，胆汁の排泄量も増加する．

　第転折　胆汁が凋濁し且つ粘稠となり，ビリルビン

の生成と排泄とが異常に低下し黄疸が起り始ある．

　第皿期　胆汁は再び透明となりビリルビンに富みそ

の排出は正常よりも著しく増加し，その際ビリルビン

は大部分胆汁へ小部分は尿へ排泄される．

　山沢，蒲由，佐々木は2％の割合に燐をオリーブ油

に溶解せしめ，毎砥0．5ccを皮下注射し20時間後実験

に供し，胆汁のpHは燐を用いた場合には逆に正常よ

り上昇の傾向を有し，分泌量の減少とビリルビン濃度

及び排泄量の減少を認めた．私は前章に記載した樋ロ

氏の黄燐溶液を毎砥1．Occ更に2．Occを皮下注射し

得た成績は第94表の如し．

第94表　黄燐2回連続注射

第39号犬
♀　10．8kg

　　　毎砥1．Occ皮注
　　　↓
注射前　　　1日　2日　3日　4日

毎砥2．Occ皮注
↓

1日　2日　3日　4日

分泌量14」 4．3　　4．9　　0．3　　1．4 2．2　　1．7　　2．2

pH
18・・4

8．27　8．37　7．52　7．62 8．06　　8．04　　7．88　　6．82

ビビ
リン

ル量

・／d［…22 0．0200．0180．2000．1460．G750．1250．300死

絶轟馴・・9 0．8　　0．8　　0．6　　2．0 1．7　　2．1　　6．6 亡

　即ち注射後第1日目食慾元気共に少し詠う．分泌量

は軽度増加し，pH値は第2日目8．37でほぼ分泌量

に比例して0．33上昇す．ビリルビン量はその百分率

においてほぼ分泌量に反比例して減少し，その絶対量
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に変化は認められない．第3日目分泌量は著しく減少

し，pH値は分泌量にほぼ比例して著しく下降し，

7．52で注射前の値に比して0．52低下し，ビリルビン

量はその百分率において分泌量にほぼ反比例して著し

く増加す．その絶対量は軽度減少す．第4日目食慾

元気共に恢復したので，更に毎砥2．Occを皮下注射す

ると，翌日食慾元気共に少し衰え分泌量は前日より軽

度増加し，pH値は8．00で分泌量にほぼ比例して上

昇し，ビリルビン量はその百分率において分泌量にほ

ぼ反比例して減少し，その絶対量も減少する．第4日

目より全身状態全く不良となり胆汁は黒色粘稠微量の

排出を見たのみ，集め得た胆汁のpHを測定すると

6．82で著しく酸性側に傾き，測定後3時間で死亡す．

直ちに肝臓を摘出した．

　組織学的所見

　胆毛細管に胆汁色素が多数あり，又門脈の周囲に多

核白血球の浸潤が認められ，肝細胞は凋濁し脂肪変性

を認め，又出血，壊死を認めた．

　以上の成績より黄燐で肝臓を障碍した場合にはクロ

ロホルム，四塩化炭素の場合と異なり注射後pH値は

上昇し3～4日目から下降する．2回目の注射で4日

目遂にpHは酸性となり死亡す．これはStadelmann

のいう如く，黄燐は初め肝臓に対して刺戟的に作用す

るためpH値の上昇を来し，肝臓が障碍されるに及ん

で下降すると考えられ各時期によりpHに著しい相違

を来した．pHが酸性を示し全身状態不良で第2回注

射後4日目で死亡した第39号犬の肝臓の組織学的所見

より脂肪変性及び壊死を証明した．以上の結果より胆

汁のpHはほぼ分泌量に比例し，ビリルビン量に反比

例して変化し第1～2日目に0．02～0．33上昇し，第

3～4日後0．52～1．22下降し第2回目の注射で酸性

側移行が見られた．

IV．総括及び結語

　実験成績を総括すると，連続注射の場合のpHは第

27図に示す如く，クロロホルム，四塩化炭素により肝臓

を障碍した場合には直後～第2日目胆汁のpH値は著

しく低下し，酸性側に移行するが全身状態の好転と共

に却ってpH値は高度に上昇する．又黄燐の場合は第

第27図　肝臓障碍時の胆汁pH

鍛き10cc　　　　　2．Occ

　・　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　剣Ψ　　　　　　　　　　》

四塩化炭素1．Occ　　1．5cc　　2．Occ

↓　　　↓　↓
クロロホルム0，4co　O．5cc

　l　　　　　　　！
　↓　　　　　　　　　ウ
9．0

8．0・

7．0

pH6，0

1’@　　！㍉、　　　£、・、

ノ、！ハ＼、，

黙区
11
し．ノ

ノ　、†

グ

†

12545678910
1～2日目pH値は著しく上昇し，第3～4日後に下

降が起り2回目の注射二死の直前にpHを測定し酸性

側移行が見られた．即ち黄燐が前二者と違い初めpH

値の上昇する理由はこの時期にStadelma皿のいう

如く肝臓を刺戟し肝機能はこの際昂進し，従って菱川

が説明する陽性期と考えられ，pH値が上昇すると思

われる．又pH値の下降が起つた時期は肝臓機能が著

しく障碍され，菱川のいう陰性期と考えられる．即ち

死亡した2例の死亡前の胆汁p：Hは何れも酸性であり

恢復した2例の胆汁pHは上昇していることより肝臓

が高度に障碍された場合には胆汁pHは酸性側に傾く

と考えられる．以上のことから三宅がいう如く，病的

胆汁中にもアルカリ性の強い場合があり得るわけで，

胆汁のpHは障碍に使用した薬物の種類時期により著

しい相違がある．又胆汁のpHは前編におけると同様

分泌量にほぼ比例し，ビリルビン量にほぼ反比例して

変化した．

　結　語

　クロロホルム，四塩化炭素，黄燐により肝臓を障碍

し，肝胆汁のpHと分泌量ビリルビン量との関係を測

定し次の結果を得た．

　：L　クロロホルムにて肝臓を障碍すると第1～2日

目分泌：量は著しく減少し，pH値は分泌量にほぼ比例

して0．65～1．57と著しく下降し酸性側移行が見られ

ビリルビン量はその百分率において分泌量にほぼ反比

例して増加する．第3～5日後全身状態の恢復と共に

分泌量は増加し，pH値は0．42～0．49と著しく上昇

し，ビリルビン量はその百分前において減少する．第
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2回投与後5日目胆汁のpH　8・22を示した．肝臓を

摘出し軽度の壊死を証明した．

　2．四塩化炭素にて肝臓を障碍すると，直後～第1

日目分泌量は著しく減少し，p：H値は分泌量にほぼ比

例して0．53～1．74と著しく下降し酸性側移行が見ら

れ，ビリルビン量はその百分率において分泌量にほぼ

反比例して増加する．第2～3日後全身状態の恢復と

共に分泌量は増加し，pH値は0．13～0．53と著しく

上昇しビリルビン量はその百分率において減少す．大

量連続皮注で死亡した肝汁のP：H：は6．68で死亡した

直後の肝臓を摘出し組織学的に肝臓の脂肪変性壊死を

証明した．

　3．黄燐により肝臓を障碍した場合はクロロホルム．

四塩化炭素の障碍と異なり，第1～2日目分泌量は増

加し，pH値は分泌量にほぼ比例して0．02～0・33上

昇し，ビリルビン量はその百分率において分泌量にほ

ぼ反比例して減少し，第3～4日後全身状態の不良と

共に分泌量の減少，pH：値は0．52～1．22と著しく下

降し，ビリルビン量はその百分率において増加する．

死に至る直前pHは6．82で酸性値を呈し，死後直ち

に肝臓を摘出し，組織学的に肝臓の出血壊，脂肪変性

を認めた．

　総括及び結語

　私はSchwann氏胆嚢痩犬を用い，キンヒドロン電

極を使用し，電気的に種々な条件下における胆汁の

pHと胆汁の分泌量，ビリルビン量との関係を測定し

た．5編を総括すると次の結果を得た．

　1．24時間絶食時の胆嚢胆汗pHは6．94±0．241で

多くは酸性であるが時にアルカリ性中性を示す．

　2．24時間絶食時の肝胆汁pHは7，79±0．145であ

り48時間絶食時の肝胆汁pH：は7．54±0，054でこの

程度の絶食では酸性にならない．又空腹時肝胆汁の

pHは分泌量の減少に比例し，ビリルビン濃度の増加

に反比例して低下する．

　3．肝胆汁を試験管内で放置すると漸次pH値は上

昇し，24時間後0．60～1．17の上昇を示した．

　4．胆汁のpH：値は食餌の摂取により何れも空腹時

に比して著しく上昇しほぼ分泌量の増加に比例し，ビ

リルビン量の百分率の減少に反比例して変化し食餌の

種類による著しい相違は認められなかった．

　5．1％3％重曹液及び常水の胃腔内注入では胆汁

のpH値は殆んど変化を示さないか又は軽度の上昇を

示したに過ぎないか0．3％，0．6％及び0．8％塩酸の

胃腔内注入では食餌投与に比し一過性ではあるが，1

時間目に著しく上昇した．その際胆汁のpH値はほぼ

分泌量に比例しビリルビン量の百分率に反比例して変

化する．

　6．塩化アドレナリン2mg，硫酸アトロピン1mg

の皮下注射により，胆汁のpH値は2～3時間目に下

降する．又塩酸ピロカルピン10mg，2％デヒコール毎

：駈0．4cc，インシュリン毎竜0．4E．Hヒスタミン1mg

及び1．5mgの皮下注射により1～3時間目に胆汁の

pHは著しく上昇した．その際胆汁のpH値はほぼ分

泌量に比例しビリルビン量の百分率に反比例して変化

する．　　　　　　　　　　一

　7．頸部において迷走神経を切断すると左右何れを

切断しても胆汁のp：H値は著しく低下し更に両側切断

では一層低下し，酸性側移行が見られた．その際胆汁

のpH値はほぼ分泌量の減少に比例し，ビリルビン量

の百分率の増加にほぼ比例して変化する．

　8．クロロホルム，四塩化炭素，黄燐で肝臓を障碍す

ると，クロロホルムは障碍の第1～2日目，四塩化炭

素は直後～第1日目，黄燐は前二者と異なり第3～4

日後に胆汁のpH値は著しく低下し酸性側移行が見ら

れた．又クロロホルムは障碍の第3～5日後，四塩化

炭素は第2～3日後黄燐は第1～2日目に胆汁のpH

値は著しく上昇した．その際胆汁のpH値はほぼ分泌

量に比例し，ビリルビン量の百分率に反比例して変化

しナこ．

　以上の如く胆汁が酸性を示す場合もあり得るわけで

私の実験では肝臓障碍時及び迷走神経切断時に見られ

たが通常胆汁のpHはアルカリ性でAlexandroff・乗

口が胆汁のpHは酸性であるというのは恐らく胆嚢胆

汁のpHをいうのであろう．又肝臓障碍の場合時期に

より著しくpH値が上昇することから三宅のいう如く

病的胆汁中にもアルカリ性が強い場合があることを私

の成績でも証明されたが，高度の障碍を受け死亡する

場合は酸性側に止り恢復の傾向にある場合pH値は上

昇する．この事実は臨床的に肝臓障碍のある場合肝胆

汁のpHを測定出来たならば予後の判定に役立つもの

と思われる．又この際の胆汁酸塩酸の投与は肝臓に対

し良い結果を得るものと考えられる．

　　稿を終るに臨み終始御懇篤な御指導と御校閲を賜わった恩師熊

　埜御堂教授に深く感謝致します・
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